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常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
消
防
署
に

勤
務
す
る
消
防
職
員
と
異
な
り
、
消
防
団
員

は
火
災
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
自
宅
や

職
場
か
ら
災
害
現
場
な
ど
へ
駆
け
つ
け
る

非
常
勤(

特
別
職)

の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
消
防
団
に
は
、次
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

1 

地
域
密
着
性

　

  　
管
轄
区
域
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
、

地
域
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
消
防
団

は
、地
域
に
密
着
し
た
効
果
的
な
消
火
活

動
・
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

2 

動
員
力

　

  　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
は
消
防
職
員

よ
り
多
く
、消
防
職
員
数
の
約
５
倍
と
い

わ
れ
る
ス
ケ
ー
ル
を
活
か
し
、少
人
数
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
事
案
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

3 

対
応
力

　

  　
自
分
が
住
む
ま
ち
、そ
し
て
大
切
な
人

が
住
む
ま
ち
を
守
り
た
い
。
現
在
、そ
の

思
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
る
消
防
団
員

が
、日
々
、技
術
や
知
識
を
蓄
え
、経
験
を

積
み
重
ね
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
そ
の
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
東
日
本
大
震
災
や
大
規
模

災
害
で
、消
火
活
動
、要
救
助
者
の
捜
索
、救

助
活
動
、給
水
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
、幅
広

い
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。
地
域
に
密
着

し
た
日
頃
の
活
動
経
験
を
活
か
し
て
、
倒
壊

家
屋
か
ら
数
多
く
の
人
々
を
救
出
す
る
と

い
う
活
躍
も
あ
り
、
地
域
密
着
性
や
大
き
な

動
員
力
を
有
す
る
消
防
団
の
力
が
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め

に
は
常
備
消
防
職
員
に
加
え
て
、
地
域
を
熟

知
し
、
訓
練
に
よ
り
日
頃
か
ら
対
応
力
を

培
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
存
在
が
、
さ
ら
な

る
地
域
の
安
心
・
安
全
に
繋
が
る
の
で
す
。

　
緊
急
時
の
活
動
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

“

地
域
の
安
全
を
見
守
る
”消
防
団
員
！

　
平
時
に
お
い
て
も
、
消
火
活
動
や
救
助
活

動
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た

め
の
警
戒
巡
視
や
、
応
急
手
当
の
知
識
や
技

術
な
ど
を
よ
り
多
く
の
人
に
習
得
し
て
も

ら
う
た
め
の
普
及
活
動
な
ど
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
女
性
の
消
防
団
員
も
増
加
し
て

お
り
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど
積
極
的

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

自分の街は
自分で守る。

消防団とは
その地域に「住んでいる」「働いている」人によって構成される市町村の消防機関。
一人ひとりが、それぞれの仕事を持ちながら “自分たちのまちを、自分たちで守りたい”
という心で、全国で約89万人、市では約1,800人が活動を行っている。

［長浜市の方面隊数と分団数］
方面隊数：10方面隊（長浜西方面隊、長浜東方面隊、浅井方面隊、びわ方面隊、虎姫方面隊、湖北方面隊、高月方面隊、
　　　　　　　　　　木之本方面隊、余呉方面隊、西浅井方面隊）
分団数　：32分団

消
防
団
の
特
徴

特集　長浜市消防団の維持・強化に向けて
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１
月　
長
浜
市
消
防
出
初
式

　
　
　
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

　
　
　
消
防
訓
練

３
月　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

７
月　
夏
期
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

８
月　
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

９
月　
滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練

10
月　
滋
賀
県
消
防
大
会

　
　
　
長
浜
市
総
合
防
災
訓
練

11
月　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

12
月　
年
末
特
別
警
戒　

　
消
防
団
員
は
一
人
ひ
と
り
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、火
災
を
は
じ

め
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
救
助
・
救
出
、警
戒

巡
視
、避
難
誘
導
な
ど
様
々
な
現
場
で
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、市
民
の「
安
心
・

安
全
」を
確
保
す
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
訓
練
に
励
み
消
防
団
活
動
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、少
子
高
齢
化
の
進
展
や
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、全
国
的
に
消
防

団
員
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
本
市

消
防
団
に
お
い
て
も
、団
員
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、我
々
消

防
団
は
常
備
消
防
と
連
携
し
、そ
し
て
地

域
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う

郷
土
愛
精
神
の
も
と
、地
域
特
性
を
活
か

し
た
活
動
の
充
実
と
地
域
防
災
力
の
向

上
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容　出初式

出初式では表彰式も同日に行われ、およそ５５０人が表彰

火災予防運動
全国火災予防運動に伴う車両巡回広報活動を実施

〇申込方法
　入 団 資 格：入団を希望する18歳以上で、長浜市に居住または勤務している人なら、誰でも入団できます。
　申　込　先：お住まいの地域の消防団員か、下記へお問い合わせください。　　　
　手当・補償等： 万が一、活動中にケガをした場合は、公務災害として補償されます。また、消防団員には長浜市

から年額報酬と出動した際の手当が支給されます。一定期間以上勤務して退団した場合は、退
職報償金が支給されます。

　問　合　せ：湖北地域消防本部　総務課消防団係　☎６２－０４４５

救命講習
普通救命講習の受講

訓練　火災対応をするため、
　　　ポンプ車取扱訓練を実施

長浜市消防団

北
き た

村
む ら

 孝
た か

司
し

 消防団長

滋賀県消防操法訓練大会
小型ポンプ・ポンプ車の部に出場

長浜市総合防災訓練
火災防ぎょ訓練を実施

長浜市総合防災訓練
土のうを用いた水防訓練を実施

特集　長浜市消防団の維持・強化に向けて

一歩、踏み出してみませんか　～新規団員募集～
あなたの力が地域の安心・安全に繋がります！

私たちと歴史ある長浜のまちを守りましょう！　

　人口減少・高齢化が進む中で、長浜市のみならず、消防団員は減少しています。今後の消防団員の活動を
継続するためには、新たな消防団員の入団が必要です。
　人を助けられる、仕事に活かせる、社会貢献活動に参加できる、地域の色々な人と出会えるなど、日常では
味わえない経験ができ、充実した日々が待っています。
　また、女性団員や学生の団員も活躍しており、「防災や救命の知識が得られた」、「職種や世代を越えて、気
の合う仲間ができた」などの声があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　① 職業　　② 入団したきっかけ　③ 一言 

① 会社員

② 先輩に誘われて

③  昨年、東京で開催された
消防団幹部を育成する
研修に参加させて頂き、
様々な地域の方と交流す
ることができましたの
で、その経験を今後の団
活動に活かしたいです。

① 会社員

② 知人に勧められ

③  現在、女性消防団員16名
で活動しています。地域
の皆さんが安全に暮らせ
るように防火啓発活動に
努めていきます。

① 大学生

②  父親が消防団活動をして
いる姿を見て入団を決意
しました。また、将来、消
防士をめざしているので、
消防に関わりたいと思い
入団を決意しました。

③  長浜市の防災に貢献出来
るよう頑張ります。

① 自営業

② 近所の人に誘われて

③  地域の人命・財産は消防
団が守ります。

大
お お

橋
は し

 久
ひ さ

司
し

 さん

馬
ま

淵
ぶ ち

 素
も と

子
こ

 さん

中
な か

川
が わ

 寛
か ん

太
た

 さん

大
お お

家
か

 博
ひ ろ

文
ふ み

 さん

高月方面隊 第20分団長
(18年目)

本部　班長
(12年目)

長浜西方面隊 第３分団員
(１年目)

長浜東方面隊 第５分団
副分団長(25年目）

現役消防団員に聞く
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■ストーリーの構成文化財一覧表
番号 文化財の名称 指定等の状況 文化財の所在地 番号 文化財の名称 指定等の状況 文化財の所在地
1 柳ケ瀬トンネル 未指定(建造物) 長浜市 敦賀市 24 Ｄ51形793号蒸気機関車 未指定(美術工芸品) 長浜市
2 小

こ

刀
と

根
ね

トンネル 市指定有形文化財 敦賀市 25 旧長浜駅舎 県指定有形鉄道記念物 長浜市
3 眼鏡橋 未指定(建造物) 敦賀市 26 扁

へん
額
がく
「萬

ばん
世
せい

永
えい

頼
らい

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
4 樫

かし

曲
まがり

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 27 扁額「永
えい

世
せい

無
む

窮
きゅう

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
5 葉

は

原
ばら

築
ちく

堤
てい

 未指定(建造物) 敦賀市 28 扁額「與
よ

國
こく

咸
かん

休
きゅう

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
6 葉原トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 29 扁額「功

こう
和
か

干
う

時
じ

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
7 鮒

ふな

ヶ
が

谷
や

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 30 扁額「徳
とく

垂
すい

後
こう

裔
えい

」 未指定(美術工芸品) 長浜市
8 曽

そ

路
ろ

地
じ

谷
だに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 31 旧長浜駅29号分岐器ポイント部 県指定有形鉄道記念物 長浜市
9 杉

すい

津
づ

の景観 未指定(文化的景観) 敦賀市 32 慶雲館 国指定名勝 長浜市
10 第一観音寺トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 33 黒壁ガラス館 国登録有形文化財 長浜市
11 第二観音寺トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 34 木之本宿 未指定(伝統的建造物群) 長浜市
12 曲

まがり

谷
だに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 35 明治ステーション通り 未指定(文化的景観) 長浜市
13 芦

あし

谷
たに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 36 鯛鮨 未指定(生活文化) 敦賀市
14 伊

い

良
ら

谷
だに

トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 37 今庄そば 未指定(生活文化) 南越前町
15 山中トンネル 国登録有形文化財 敦賀市 南越前町 38 今庄駅給水塔・給

きゅう

炭
たん

台
だい 未指定(建造物) 南越前町

16 行き止まりトンネル 未指定(建造物) 南越前町 39 今庄宿 未指定(伝統的建造物群） 南越前町
17 山中信号所跡 未指定(遺跡) 南越前町 40 敦賀赤レンガ倉庫 国登録有形文化財 敦賀市
18 山中ロックシェッド 国登録有形文化財 南越前町 41 旧大和田銀行本店本館 国指定重要文化財 敦賀市
19 大

おお

桐
ぎり

駅
えき

跡 未指定(遺跡) 南越前町 42 シベリア経由欧
おう

亜
あ

連絡切符 未指定(歴史資料) 敦賀市
20 湯

ゆの

尾
お

トンネル 国登録有形文化財 南越前町 43 旧敦賀港駅線路 未指定(建造物) 敦賀市
21 焼鯖と焼鯖そうめん 未指定(生活文化) 長浜市 44 旧敦賀港駅ランプ小屋 市指定有形文化財 敦賀市
22 浜ちりめん 未指定(有形民俗) 長浜市 45 敦賀港の景観 未指定(文化的景観) 敦賀市
23 中ノ郷駅跡 未指定(遺跡) 長浜市

公益社団法人長浜観光協会
会長 岸

き し

本
も と

 一
い ち

郎
ろ う

　
日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を

通
じ
て
わ
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
「
日
本
遺
産(J

ジ
ャ
パ
ン

apan H
ヘ

リ

テ

ー

ジ

eritage)

」
と
し
て
文
化

庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
一
般
的
な
文
化
財
指
定
は
、
登
録
・
指
定
さ
れ
る

文
化
財(

文
化
遺
産)

の
価
値
付
け
を
行
い
、
保
全
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
日
本
遺
産
は
、
地
域

に
点
在
す
る
遺
産
を「
面
」と
し
て
活
用
し
、
発
信
す

る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
平
成
27
年
～
令
和
２
年
間
に
全
国
で

１
０
４
の
日
本
遺
産
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
浜
市
・
敦
賀
市
・
南
越
前
町
は
、
明
治
時
代
の

旧
北
陸
線
の
鉄
道
遺
産
が
多
く
残
る
地
域
で
、
そ
れ

ら
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
た
も
の
が
６
月
19
日
に
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
平
成
28
年
の
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景

観
～
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
～
」（
竹
生
島
・
菅

浦
）、
令
和
元
年
の「
１
３
０
０
年
つ
づ
く
日
本
の
終

活
の
旅
～
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
～
」(

竹
生
島

宝
厳
寺)

に
続
い
て
３
件
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

❶
現
在
の
旧
長
浜
駅
舎

　

 (

長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア)

❷
旧
長
浜
駅
舎(

昭
和
２
～
３
年
頃)

❸
現
在
の
木
之
本
宿

❹
木
之
本
宿(

昭
和
初
期)

❺
旧
長
浜
港
の
様
子

　

( 

明
治
45
年
・
現
明
治
山
付
近
か
ら

見
た
長
浜
駅
と
慶
雲
館)

　
長
浜
城
の
内
堀
を
開
削
し
、
長
浜
駅

に
隣
接
す
る
形
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

(

出
展
：「
行
幸
二
十
五
年
慶
雲
館
建
碑

記
念
写
真
帖
」)

❶❷

❸❹

❺

祝 
日
本
遺
産
認
定
「
海
を
越
え
た
鉄
道
～
世
界
へ
つ
な
が
る 

鉄
路
の
キ
セ
キ
～
」

日本遺産認定「海を越えた鉄道～世界へつながる 鉄路のキセキ～」

ス
ト
ー
リ
ー
【
概
要
】

　
日
本
海
と
太
平
洋
を
鉄
道
で
結
ぶ
こ
と
か
ら

物
語
は
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
ル
ー
ト
は
敦
賀
と
長
浜
を
鉄
道
で
結
び
、

長
浜
か
ら
南
は
び
わ
湖
の
水
路
を
利
用
す
る
も
の

で
す
。
明
治
15
年
に
長
浜
駅
が
開
業
。
明
治
17
年

に
当
時
の
国
内
最
長
ト
ン
ネ
ル
柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル

が
完
成
し
、
長
浜
駅
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鉄
道
は
敦
賀
か
ら
今
庄
に
か
け
て

多
く
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
北
へ
と
延
伸
し
、
全

国
に
鉄
道
網
が
広
が
り
ま
す
。

　
物
流
の
主
役
が
鉄
道
へ
と
変
わ
り
、
日
本
海

航
路
の
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

が
衰
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
敦

賀
は
国
際
港
へ
と
舵
を
切
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
東
京
の
新
橋
―
金
ヶ
崎(

敦
賀
港)

間
に
、
直
通
列
車
「
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
」
が
開

業
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
経
由
し
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ま
で
１
枚
の
切
符
で
渡
航
で
き
る
よ
う
に
な

り
、鉄
道
は
海
を
越
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、長
浜
市
・
敦
賀
市
・

南
越
前
町
に
ま
た
が
る
鉄
道
遺
産

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
長
浜
市
は
、
明
治
時
代
に
日
本

海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
鉄
道
が
国

策
と
し
て
敷
設
さ
れ
、
び
わ
湖
側

の
駅
と
し
て
長
浜
駅
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
駅
舎
は
、
現
存
す
る
日

本
最
古
の
駅
舎
と
し
て
今
も
大
切

に
保
存
・
公
開
さ
れ
、
長
浜
を
代

表
す
る
観
光
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
施
設
を
預
か
る

観
光
協
会
と
し
て
も
、
こ
の
登
録

を
契
機
に
ま
す
ま
す
多
く
の
お
客

様
を
お
迎
え
し
、
ま
た
末
永
く
皆

様
か
ら
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て

魅
力
あ
る
運
営
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
、
県
境
を
越
え
た
連

携
を
一
層
深
め
て
、
大
切
な
歴
史

と
文
化
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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せ
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種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

８月23日(日)クリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでごみの持込みを受け付けて
いますのでご利用ください。来月の予定日は９月27日(日)です。問環境保全課 ☎６５－６５１３

申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
は
８
月
31
日(

月)

ま
で

生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
お
知
ら
せ

問 
く
ら
し・経
済
再
生
支
援
室　
☎
65・６
３
７
２(

専
用
ダ
イ
ヤ
ル)

問 

社
会
福
祉
課　
☎
65・６
５
３
６

　

 

〒
５
２
６・８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
す
べ
て
の
人
に
１
人

10
万
円
を
お
渡
し
す
る
国
の
給
付
金
で
す
。

　
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
期
限
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
給
付
対
象
者
】

　

基
準
日(

４
月
27
日)

時
点
で
、
長
浜
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

【
受
給
権
者
】

　
給
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

【
給
付
】

　
受
給
権
者
が
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。
給
付
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
期
限
】

　

８
月
31
日(

月)

消
印
有
効

【
申
請
方
法
】

■
郵
送
申
請

　
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
振
込

先
口
座
の
確
認
書
類
、
本
人
確
認
書
類
の
写

し
等
を
添
え
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
で
、申
請
書
が
手

元
に
な
い
人
は
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
世
帯

主
が
申
請
で
き
ま
す
。
必
要
事
項
を
入
力
の

う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
離
職
や
廃
業
、
ご
自
身
の
責
任
や
都
合
に

よ
ら
ず
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
経
済

的
に
困
窮
し
、
住
居
を
喪
失
し
た
人
や
住
居

喪
失
の
恐
れ
の
あ
る
人
に
対
し
、
住
居
確
保

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
給
付
内
容
】

　

対
象
者
の
家
賃
相
当
分
を
一
定
期
間(

最

長
９
か
月
）、
市
か
ら
貸
主
に
振
込
み
し
ま

す
。

【
支
給
上
限
額
】

　
３
５
，０
０
０
円(

単
身
世
帯)

　
４
２
，０
０
０
円(

２
人
世
帯)

　
４
６
，０
０
０
円(

３
～
５
人
世
帯)

　
４
９
，０
０
０
円(

６
人
世
帯)

　
５
５
，０
０
０
円(

７
人
世
帯
以
上)

【
対
象
者
】

　
市
内
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
の
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
で
、
申
請
月
の
世
帯
全
員

の
収
入
合
計
額
が
一
定
額
以
内
、
か
つ
申
請

時
の
世
帯
全
員
の
預
貯
金
合
計
額
が
一
定
額

以
内
の
人

○ 
離
職
・
廃
業
を
し
た
日
か
ら
２
年
以
内
の

人
○ 

や
む
を
得
な
い
休
業
等
に
よ
り
収
入
減
少

し
て
い
る
人

【
申
請
書
類
】

　
申
請
書
類
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
先
】

　
所
定
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
担

当
課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

市
や
国
・
県
な
ど
が
給
付
金
に
つ
い

て
個
人
情
報
な
ど
を
聞
く
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
！

　
暗
証
番
号
、
通
帳
口
座
番
号
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
絶
対
に
教

え
た
り
渡
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

× 

現
金
自
動
預
払
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と

× 
受
給
に
あ
た
り
、手
数
料
の
振
込
み
を

求
め
る
こ
と

× 

メ
ー
ル
を
送
り
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
申
請
手
続
き
を
お
願
い
す
る
こ
と

「
怪
し
い
な
」と
思
っ
た
ら

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
長
浜
市
消
費
生
活
相
談
室

　
☎
65
・
６
５
６
７

▼
お
近
く
の
警
察
署

▼
警
察
相
談
専
用
電
話

　
☎
♯
９
１
１
０

▼
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

(

局
番
な
し
３
桁)

☎
１
８
８

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
給
付
金

　
関
連
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
２
０・
２
１
３
・
１
８
８

▲住居確保給付金の流れ

【
職
種
】消
防
職(

初
級)

【
採
用
予
定
人
数
】６
人
程
度

【
試
験
日
】９
月
20
日(

日)

【
試
験
会
場
】湖
北
地
域
消
防
本
部(

平
方
町)

【
受
験
資
格
】

　
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人

【
申
込
期
限
】

　
８
月
12
日(

水)

消
印
有
効

　

受
験
申
込
書
は
湖
北
地
域
消
防
本
部
の
各

消
防
署
、分
署
、出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

湖
北
地
域
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に「
消
防
職(

初
級)

受
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒[

角
型

２
号](

１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
て
、
宛
先
、

郵
便
番
号
明
記)

を
同
封
し
て
、
右
記
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
職
種
】技
術
職

【
試
験
区
分
】高
校
卒
業

【
採
用
予
定
人
数
】若
干
人

【
試
験
日
】９
月
20
日(

日)

【
試
験
会
場
】長
浜
水
道
企
業
団(

下
坂
浜
町)

【
受
験
資
格
】次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

〇 

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

〇 

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

【
申
込
期
間
】

　
８
月
３
日(

月)

～
28
日(

金)

消
印
有
効

　

受
験
申
込
書
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、長
浜
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
書
請
求
」と
朱

書
き
し
、
返
信
用
封
筒[

角
型
２
号](

１
２
０

円
切
手
を
貼
付
し
て
、
宛
先
、
郵
便
番
号
明

記)

を
同
封
し
て
、
担
当
課
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
都
市
計
画
案
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
衹
園
十
四
ハ
タ
チ
地
区
地
区
計
画
案

【
と　
き
】

　
８
月
４
日(

火)

～
18
日(

火)

【
と
こ
ろ
】

　
都
市
計
画
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

【
意
見
提
出
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

記
入
し
、８
月
25
日(

火)

ま
で
に
担
当
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

意
見
に
つ
い
て
の
個
別
の
回
答
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

縦
覧
期
間
中
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
都
市

計
画
案
の
閲
覧
、
意
見
書
様
式
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
に
、バ
ス
・

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
回
数
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
交
付
内
容
】

　
バ
ス
普
通
回
数
券
ま
た
は
乗
合
タ
ク
シ
ー

回
数
乗
車
券(

４
，０
０
０
円
分)

の
交
付

【
対
象
者
】

　
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
有
効
期
限
を
残

し
た
運
転
免
許
の
全
部
を
警
察
署
等
へ
返
納

し
た
人

【
申
請
期
間
】

　
令
和
３
年
３
月
31
日(

水)

※ 

運
転
免
許
を
返
納
し
た
日
か
ら
６
か
月
以

内
に
本
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

〇 

免
許
返
納
時
に
警
察
署
等
で
交
付
さ
れ
る

運
転
免
許
取
消
通
知
書
の
写
し

〇
印
鑑

【
申
請
先
】

　
都
市
計
画
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

湖
北
地
域
消
防
本
部
職
員
を
募
集
し
ま
す

長
浜
水
道
企
業
団
職
員
を
募
集
し
ま
す

都
市
計
画
案
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す

運
転
免
許
の
自
主
返
納
し
た
人
を
支
援
し
ま
す

問 

湖
北
地
域
消
防
本
部
職
員
選
考
委
員
会(

湖
北
地
域
消
防
本
部
総
務
課
内)

　

 

☎
62
・
４
１
９
４　
〒
５
２
６・０
０
３
３　
平
方
町
１
１
３
５

問 

長
浜
水
道
企
業
団
総
務
課　
☎
62
・
４
１
０
１

　
〒
５
２
６・０
０
４
７　
下
坂
浜
町
２
４
８
・
22

問 

都
市
計
画
課　
☎
65
・
６
５
６
２

問 

都
市
計
画
課　
☎
65
・
６
５
６
２
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2020年８月号 10

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

毎週第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。８月８日(土)西友長浜楽市店　10時～ 11時
45分、13時～ 15時30分　詳細は滋賀県赤十字献血センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す

問 
市
民
課 

☎
65
・
６
５
１
１

　
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置
さ
れ
て

い
る
多
機
能
端
末(

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機)

か
ら

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
証
明
書
等
の
各
種
証

明
書
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、申
請
書
を
記
載
す
る
手

間
が
な
く
、操
作
も
簡
単
で
手
短
に
証
明
書
が

取
得
で
き
、手
数
料
が
窓
口
よ
り
も
１
５
０
円

安
く
、た
い
へ
ん
お
得
で
便
利
で
す
。

　
８
月
３
日(

月)

か
ら
、新
た
に
北
部
振
興
局

に
も
多
機
能
端
末
を
設
置
し
、
各
種
証
明
書

が
取
得
で
き
る
場
所
を
拡
大
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 
カ
ー
ド
の
お
渡
し
時
期
は
申
請
か
ら
１
か

月
程
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
等

○
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

　

 

セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
、ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
等

○
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

　
イ
オ
ン
長
浜
店
ほ
か
全
国
約
４
０
０
店
舗

○
平
和
堂

　

 

市
内
で
は
、
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
長
浜
平
方

店
、モ
ン
デ
ク
ー
ル
長
浜
、ア
ル
・
プ
ラ
ザ

長
浜
、フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
浅
井
店

○
市
民
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

○
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

※�

北
部
振
興
局
は
８
月
３
日(

月)

か
ら
利
用

で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
時
間

　
６
時
30
分
～
23
時

※
コ
ン
ビ
ニ
以
外
は
店
舗
の
営
業
時
間
内

▲コンビニ等
　証明書交付
　サービス

▲マイナンバー
　カード
　申請・受取

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ー
ビ
ス
】

①
顔
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
を
、市
民
課
、北
部

振
興
局
福
祉
生
活
課
、
支
所
の
各
窓
口
に
て

無
料
で
撮
影
し
ま
す
。

②
出
張
申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス

　
企
業
や
地
域
団
体
等
の
会
場
に
職
員
が
出

張
し
、申
請
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※ 

ご
利
用
は
お
お
む
ね
５
人
以
上
の
申
請
で

お
願
い
し
ま
す
。

③
日
曜
受
付
サ
ー
ビ
ス

　

日
曜
日(

９
時
～
12
時)

に
市
民
課(

月
２

回)

と
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課(

月
１
回)

で
、
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
交
付

(

受
取
予
約)

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、次

の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
☎
65
・
６
５
７
２(

専
用
ダ
イ
ヤ
ル)

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
担
当
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

コンビニ等で取得
できる証明書

コンビニ等での
手数料 窓口での手数料

戸籍証明書
　本人および同一戸籍
の人の分(全員分)

300円 450円

戸籍の附票の写し
　本人および同一戸籍
の人の分(全員分)

150円 300円

住民票の写し
　本人および同一世帯
の人の分(全員分)

150円 300円

住民票記載事項証明書
　本人および同一世帯
の人の分(全員分)

150円 300円

印鑑登録証明書
　本人の分 150円 300円

所得(課税)証明書
　本人の最新年度分を
含む５年間分

150円 300円

▲多機能端末（北部振興局設置機種）

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
よ
り
、前
年

の
所
得
と
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す
。

　
届
出
が
な
い
場
合
、手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】 

現
況
届
、そ
の
他
必
要
書
類

※
対
象
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

【
提
出
期
間
】 

８
月
３
日(

月)

～
31
日(

月)

※
土
日
、休
日
除
く
。

【
提
出
先
】 

子
育
て
支
援
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
　
　
　

 

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
基
本
給
付

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
給
付
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
る
人

② 

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
令
和
２
年

６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額
停

止
さ
れ
る
人

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準

に
な
っ
て
い
る
人

【
給
付
額
】 １
世
帯
５
万
円

※
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

■
追
加
給
付

　
上
記
、基
本
給
付
金
対
象
の
①
ま
た
は
②
に
該

当
す
る
人
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、収
入
が
減

少
し
た
人
が
、対
象
と
な
り
ま
す
。

【
給
付
額
】 １
世
帯
５
万
円

■
共
通
事
項

【
申
請
方
法
】

　
基
本
給
付
の
①
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
人
は
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
８
月
３
日(

月)

～
令
和
３
年
２
月
28
日(

日)

　

(

必
着)

【
申
請
先
】

　
子
育
て
支
援
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
今
年
度
の
総
合
健
診
の
健
診
日
を
追
加
し
ま
す
。

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
に
よ
っ
て
は
、予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
申
込
み
】

　
電
話
で
担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

実施日 会　場
生活

習慣病
健診

国保
特定
健診

肝炎
ウイルス
検診

胃
がん
検診

大腸
がん
検診

肺
がん
検診

乳
がん
検診

子宮
がん
検診

12
月

22日(火)
余呉まちづくり
センター
(余呉町中之郷)

〇 〇 〇 〇 〇 〇

23日(水)
西浅井まちづくり
センター
(西浅井町大浦)

〇 〇 〇 〇 〇 〇

24日(木)
神照まちづくり
センター
(神照町)

〇 〇 〇 〇 〇 〇

25日(金) 市民交流センター
(地福寺町) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

26日(土)
長浜市保健
センター
(小堀町)

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

２
月 ６日(土)

長浜市保健
センター
(小堀町)

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
ご
案
内

総
合
健
診
日
程
を
追
加
し
ま
す

問 

子
育
て
支
援
課 

☎
65
・
６
５
１
４

問 

子
育
て
支
援
課 

☎
65
・
６
５
１
４

問 

健
康
推
進
課 

☎
65
・
７
７
５
９

●総合健診追加日程(※要事前予約)
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2020年８月号 12

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備

え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

を
用
い
た
全
国
的
な
訓
練

で
、
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線(
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー)

と
連
動
し
て
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

【
訓
練
日
時
】

〇
８
月
５
日(

水)　
11
時

〇
10
月
７
日(

水)　
11
時

〇
令
和
３
年
２
月
17
日(

水)　
11
時

　
下
水
道
に
異
物
が
流
入
し
、
下
水
処
理
場

へ
汚
水
を
送
る
ポ
ン
プ
が
詰
ま
り
停
止
す
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ン
プ
が
停
止
す
る
と
、
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
流
さ
れ
た
汚
水
が
下
水
処
理
場
ま

で
流
れ
ず
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
路
上
に
溢
れ

出
て
き
ま
す
。
ご
家
庭
の
ト
イ
レ
な
ど
か
ら

汚
水
が
溢
れ
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の
】

〇
水
に
溶
け
な
い
紙
類

　

 

紙
お
む
つ
、生
理
用
品
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、た
ば
こ
の

吸
い
殻
、ゴ
ミ
な
ど

〇
布
類

　
シ
ャ
ツ
、パ
ン
ツ
、タ
オ
ル
、ハ
ン
カ
チ
な
ど

〇
油
類

　
て
ん
ぷ
ら
油
、エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど

〇
食
べ
物
く
ず

　
野
菜
く
ず
、残
飯
な
ど

　
県
域
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局
で
あ
る
㈱
エ
フ

エ
ム
滋
賀
と「
災
害
時
等
に
お
け
る
緊
急
告
知

ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
、災
害
時
に
迅
速
か
つ
確
実

に
市
民
向
け
防
災
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

　
屋
内
で
の
防
災
情
報
伝
達
の
新
た
な
手
段

の
一
つ
と
し
て
、市
で
は
希
望
す
る
人
に
防
災

ラ
ジ
オ
を
貸
与
し
ま
す
。
緊
急
放
送
時
は
防

災
ラ
ジ
オ
が
自
動
起
動
し
、最
大
音
量
で
防
災

情
報
が
流
れ
ま
す
。

※ 

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
同

じ
放
送
が
流
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

緊
急
放
送
は
、通
常
の
ラ
ジ
オ
で
も
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
有
償
貸
与

【
対
象
者
】

①
市
内
在
住
の
成
人
で
あ
る
個
人

② 

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
個
人

事
業
者
・
法
人
そ
の
他
の
団
体

【
貸
与
金
額
】�

２
千
円
／
台

【
申
請
方
法
】

　
９
月
25
日(

金)

ま
で
に
申
請
書
を
担
当
課
、

北
部
振
興
局
地
域
振
興
課
、各
支
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

期
限
後
の
申
請
は
、貸
与
日
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※ 

申
請
か
ら
貸
与
ま
で
に
４
か
月
程
度
か
か

り
ま
す
。
貸
与
日
が
決
ま
り
次
第
、申
請
者

に
連
絡
し
ま
す
。
貸
与
は
貸
与
金
額
と
引

き
換
え
に
な
り
ま
す
。

■
無
償
貸
与

　
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る
次
の
団
体
、施
設

に
は
、防
災
ラ
ジ
オ
を
無
償
貸
与
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
自
主
防
災
組
織
の
代
表
者
、指
定
避
難
所
管

理
者
、地
域
防
災
計
画
に
掲
載
す
る
要
配
慮
者

利
用
施
設
の
管
理
者

※ 

詳
し
く
は
、担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

農
用
地
区
域
内
農
地(

青
地)

を
農
用
地
以

外
の
用
途
に
使
用
す
る
場
合
は
、
長
浜
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
中
の
農
用
地
利
用
計
画

の
変
更
に
よ
り
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

(

以
下「
農
振
除
外
」)

を
行
い
、
農
地
転
用
の

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
農
振
変
更
を
伴
う
土
地
の
利
用
計
画
を
検

討
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
期
限
内
に
事
前
協

議
を
行
い
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
受
付
区
分
】

〇
農
振
除
外
申
出(

青
地
→
白
地)

〇
農
振
編
入
申
出(

白
地
→
青
地)

〇 

軽
微
変
更
申
出(

農
業
用
施
設
を
建
て
る

場
合
な
ど)

【
申
出
手
続
き
】

①
事
前
協
議

　
８
月
３
日(

月)

～
31
日(

月)

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

②
受
付
期
間

　
９
月
１
日(

火)

～
18
日(

金)

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

事
前
協
議
の
結
果
、
要
件
を
満
た
す
見
込

み
の
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
す

べ
て
の
添
付
書
類
が
揃
っ
た
申
出
書
の
み

受
け
付
け
ま
す
。

※ 

農
業
用
施
設
用
地
へ
の
用
途
区
分
の
変
更

(

軽
微
変
更)

に
つ
い
て
は
、随
時
受
け
付
け

ま
す
。

③
申
出
書
の
様
式
等

　
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※ 

制
度
の
概
要
や
除
外
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

〇 

計
画
の
変
更
に
は
県
の
同
意
が
必
要
で
、

受
付
期
間
終
了
か
ら
農
振
除
外
ま
で
概
ね

６
か
月
程
度
か
か
り
ま
す(

内
容
に
よ
っ

て
は
、
そ
れ
以
上
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま

す)

。

〇 

計
画
の
変
更
は
個
人
の
申
出
で
あ
っ
て
も

市
全
体
の
計
画
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
す
べ
て
の
申
出
が
認
め
ら
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、関
係
機
関
と
の
協

議
の
結
果
、農
振
除
外

で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

市
内
で
長
浜
市
産
材(

以
下「
市
産
材
」)

を

利
用
し
た
住
宅
等
の
新
築
、
改
築
お
よ
び
増

築(

以
下「
新
築
等
」)

を
行
う
個
人
、事
業
者
に

対
し
て
支
援
を
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

　
市
産
材
を
５
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
使
用
し

た
住
宅
等
の
新
築
等

※ 

補
助
金
の
申
請
年
度
内
に
建
築
物
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

【
補
助
額
】

　
市
産
材
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
２
万
円

　

(

上
限
30
万
円)

【
申
請
受
付
】

　
申
請
書
を
担
当
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

募
集
案
内
、
申
請
書
様
式
は
担
当
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

補
助
金
は
年
度
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
年
度
の
途
中
で
も
締
め
切
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
大
豆
病
害
虫
防
除
を
８
月
中
旬
か
ら
９
月

下
旬
に
実
施
し
ま
す
。

　
一
斉
防
除
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
ド

ロ
ー
ン
を
使
用
し
、
早
朝
か
ら
広
範
囲
に
農

薬
散
布
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

一
斉
防
除
の
散
布
時
間
は
５
時
頃
～
11
時

頃
で
す
。

※ 

生
育
・
天
候
の
状
況
や
町
内
の
事
情
に
よ

り
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
各
地
域
の
問
合
せ
先
】

〇
長
浜
地
域(

個
別
防
除)

　
Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
伊
吹
経
済
セ
ン
タ
ー

　
☎
63
・
２
１
０
１

〇
浅
井
・
び
わ
・
虎
姫
・
湖
北
地
域

　

(

一
斉
・
個
別
防
除)

　
Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ
南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
☎
78
・
０
０
１
２

〇
高
月
・
木
之
本
地
域(

一
斉
・
個
別
防
除)

　
余
呉
・
西
浅
井
地
域(

個
別
防
除)

　
Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
☎
85
・
３
６
０
０

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

防
災
ラ
ジ
オ
を
貸
し
出
し
ま
す

農
振
除
外
等
の
申
出
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す

長
浜
市
産
材
を
利
用
し
た
新
築
住
宅
等
に

対
し
て
支
援
し
ま
す

大
豆
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

問 
防
災
危
機
管
理
局 

☎
65
・
６
５
５
５

問 

下
水
道
施
設
課 

☎
65
・
１
６
０
１

問 

防
災
危
機
管
理
局 

☎
65
・
６
５
５
５

問 

農
業
振
興
課 

☎
65
・
６
５
２
２

問 

森
林
田
園
整
備
課 

☎
65
・
６
５
２
６

問 

農
業
振
興
課 

☎
65
・
６
５
２
２

▲防災ラジオ
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　
伝
統
的
な
建
築
様
式
の
建
物
を
保
存
・
活

用
し
た
魅
力
あ
る
街
並
み
を
形
成
す
る
事
業

や
、
商
店
街
に
お
い
て
に
ぎ
わ
い
を
創
る
事

業
、
観
光
誘
客
の
効
果
を
高
め
る
事
業
に
必

要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】 

８
月
24
日(

月)

～
９
月
４
日(
金)

【
対
象
事
業
】

①
伝
統
的
街
並
み
景
観
形
成
事
業(

該
当
区
域)

Ａ　
商
業
観
光
推
進
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
　

(

１
／
２　
１
５
０
万
円)

Ｂ　
伝
統
的
町
家
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
　

(

１
／
２　
２
０
０
万
円)

Ｃ　
伝
統
的
町
家
再
生
活
用
等
整
備
事
業

　
　

(

１
／
２　
５
０
０
万
円
）

②
に
ぎ
わ
い
の
街
づ
く
り
推
進
事
業(

該
当
区
域)

　
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
る
イ
ベ
ン
ト
等

　
ソ
フ
ト
事
業

　

(

１
／
２　
１
０
０
万
円)

※(　

)

内
は
補
助
率
、補
助
限
度
額

【
対
象
区
域
】

　
特
定
景
観
形
成
重
点
区
域
ほ
か

※ 

補
助
対
象
事
業
や
区
域
、
対
象
者
な
ど
詳

し
く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※ 

応
募
多
数
と
な
っ
た
場
合
は
、
予
算
の
状

況
に
よ
り
補
助
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
本
市
と
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
は
、
昨
年
姉

妹
都
市
提
携
60
周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念

し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
写
真
交

流「
姉
妹
都
市
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
」を
行
っ
て
い

ま
す
。
普
段
の
風
景
、特
産
品
、自
慢
の
一
枚

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
長
浜
の
魅
力

を
発
信
し
、共
有
す
る
こ
と
で
、姉
妹
都
市
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
方
法
】

　
市
内
で
撮
影
し
た
写
真
に
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

「#60sistercityaan

」「#60nagaham
a

」

を
つ
け
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
の
中

か
ら「
長
浜
ら
し
さ
」が
伝
わ
る
作
品
を
選
ん

で
紹
介
し
ま
す
。

～
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、地
域
で
支
え
よ
う
～

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
援

す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る

「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
地
域
の
自
治
会
館
や
市
内
の
小
中
学
校
等

を
会
場
に
、
講
師
役
と
し
て
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
と　
き
】 ９
月
17
日(

木)
 

９
時
30
分
～
16
時
30
分

【
と
こ
ろ
】 湖
北
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 
(

湖
北
町
速
水)

【
内　
容
】

〇
認
知
症
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

〇
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ・メ
イ
ト
の
役
割
に
つ
い
て

【
受
講
条
件
】 

左
記
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人

〇 

１
日
を
通
じ
て
講
座
の
す
べ
て
の
内
容
に

参
加
で
き
る
人

〇 

年
間
３
回
以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
活
動
が
で
き
る
人

※ 

各
地
域
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】 

９
月
３
日(

木)

【
申
込
先
】

　
長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
62
・
１
８
０
４

　
市
で
は
、
空
き
家
を
所
有
・
管
理
し
て
い

る
人
等
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
委
託
に
よ
り

設
置
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
が
空
き
家
の
状

態
を
確
認
し
、
利
活
用
や
家
財
処
分
の
方
法
、

相
続
の
手
続
き
な
ど
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

(

一
社)

全
国
空
き
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会

滋
賀
県
長
浜
支
部

☎
72
・
４
５
９
７

【
相
談
費
用
】 

無
料

【
相
談
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

９
時
～
16
時

※
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
等
を
除
く

食
中
毒
に
つ
い
て

　
夏
の
暑
い
時
期
に
は
、
食

中
毒
菌
が
増
え
や
す
く
な

り
、
全
国
的
に
食
中
毒
が
多

発
し
、
多
く
の
患
者
が
出
て

い
ま
す
。
食
中
毒
菌
は
、
色
や
臭
い
で
見
分

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
こ
と

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇 

持
ち
帰
り
用
の
調
理
済
み
食
品
は
、
速
や

か
に
持
ち
帰
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ

ま
し
ょ
う
。

〇 

食
品
を
扱
う
と
き
は
し
っ
か
り
と
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

〇 

ま
な
板
や
ふ
き
ん
な
ど
は
、
熱
湯
や
消
毒

薬
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

〇
食
品
は
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

〇 

生
も
の
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
加
熱
す
る

食
品
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
熱
を
通
し

ま
し
ょ
う
。

　
外
出
を
控
え
る
生
活
で
、
体
を
動
か
す
こ

と
が
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ
る
調
査
で
は
、

外
出
自
粛
に
よ
り
、
高
齢
者
の
活
動
量
が
約

３
割
減
少
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
活

動
量
の
減
少
は
、
心
身
の
働
き
の
低
下
を
招

き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い体力

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

　
感
染
予
防
の
た
め
の
新
し
い
生
活
様
式
で

は
、少
人
数
で
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、自
宅

で
の
体
操
な
ど
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ

ジ
オ
体
操
や
足
踏
み
、
椅
子
か
ら
の
立
ち
上

が
り
な
ど
、熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、自

宅
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

「
な
が
は
ま 

き
ゃ
ん
せ
体
操
２
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す

　
市
の
ご
当
地
体
操
『
な
が
は
ま
き
ゃ
ん
せ

体
操
２
』の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
自
宅
で
の
運
動
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
担
当
課
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
行
政
情
報
番
組
「
な
が
は
ま
テ
レ

ビ
」や
、
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
は
ま
ー
る
ｔチ

ュ
ー
ブｂ
．」
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
長
浜
・
彦
根
エ
リ
ア
の
大
学
や
長
浜
市
内

の
高
等
学
校
、行
政
機
関
が
連
携
協
力
し
、そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
講
座(

全
13
回)

を
開
講
し

ま
す
。
18
歳
以
上
の
社
会
人
を
対
象
に
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

【
と　
き
】 ９
月
12
日(

土)

～

令
和
３
年
２
月
27
日(

土)

【
と
こ
ろ
】 長
浜
バ
イ
オ
大
学
・
長
浜
北
高
等

学
校
・
長
浜
農
業
高
等
学
校
・
伊
香
高
等
学

校
や
生
涯
学
習
施
設
な
ど
を
予
定
。

【
定　
員
】 40
人

(

先
着
順
・
一
部
講
座
で
人
数
制
限
あ
り
）

【
受
講
料
】 １
，０
０
０
円(

全
13
回
分)

(

材
料
費
等
で
実
費
負
担
あ
り)

【
申
込
み
】

　
８
月
31
日(

月)

ま
で
に
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
お
店
を
始
め
た
い
、
新
事
業
を
立
ち
上
げ

た
い
な
ど
、
起
業
・
創
業
を
め
ざ
す
人
を
対

象
に「
な
が
は
ま・こ
ほ
く
創
業
塾
」(

全
12
回)

を
開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】

　
９
月
２
日
～
11
月
18
日(

毎
週
水
曜
日)

　
18
時
30
分
～(

２
時
間
30
分
程
度
）

【
と
こ
ろ
】

　
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
高
田
町
）

【
内　
容
】

　
起
業
・
創
業
に
必
要
な
事
業
計
画
の
立
て

方
か
ら
、
経
営
に
必
要
な
幅
広
い
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
、基
礎
か
ら
応
用
ま
で
、講
義
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学
べ
ま
す
。

【
定　
員
】 40
人(

先
着
順)

【
受
講
料
】 無
料

【
申
込
み
】

　
①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
を
、
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
。

※ 

詳
し
く
は
、
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

(

一
社)

長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協
議
会

　
☎
53
・
２
７
７
０

　
FAX 

53
・
２
７
８
０

街
並
み
景
観
形
成
や

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

ド
イ
ツ・ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
姉
妹
都
市
交
流

姉
妹
都
市
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー

「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト
」を
募
集
し
ま
す

専
門
家
に
よ
る
空
家
等
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す

「
な
が
は
ま 

き
ゃ
ん
せ
体
操
２
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す

「
次
世
代
へ
伝
え
る
地
元
先
生
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

第
11
期「
な
が
は
ま・こ
ほ
く
創
業
塾
」を

開
講
し
ま
す

問 
商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

問 

市
民
活
躍
課 

☎
65
・
８
７
１
１

問 

高
齢
福
祉
介
護
課 

☎
65
・
７
８
４
１

問 

住
宅
課 

☎
65
・
６
５
３
３

問 

健
康
推
進
課 

☎
65
・
７
７
５
９

問 

高
齢
福
祉
介
護
課 

☎
65
・
７
８
４
１

問 

生
涯
学
習
文
化
課 

☎
65
・
６
５
５
２　
FAX 

65
・
６
５
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

syoubun@
city.nagaham

a.lg.jp

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

▲姉妹都市
　フォトツアー
　公式アカウント

▲YouTube
　はま～るtb.

▲長浜ビジネス
　サポート協議会
　ホームページ
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

長浜市公式 SNS
● 長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。

長浜市公式インスタグラムアカウント「# みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

● 見聞録のイベントは市公式 Facebook ページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ～す

６月16日(火)
楽しい校外学習
　小谷小学校３年生の児童たちが小谷城スマートインター
チェンジ栽培実験農場を見学しました。
　この農場では、トマトやメロン、キャベツなどを栽培してい
ます。 農場関係者から野菜の成り立ち、栽培方法、どのように
お店に並ぶのかまで農業について詳しく説明を受けました。
　児童は「こんな風に作られているなんて知らなかった」と学
びを深められたようでした。

６月19日(金)
茶道は楽しい
　高時小学校の５、６年生は毎年、総合的な学習の一環として
茶道を学んでいます。この日、今年度初の実技学習が行われ、
おじぎの仕方や袱

ふ く

紗
さ

の扱い方などの作法を学びました。
　新型コロナウイルス感染予防のため飲食は中止でしたが、６
年生の谷

た に

口
ぐ ち

ももかさんは「お茶の学習は高時小の伝統で、心が
清らかになって気持ちいいです。お茶が飲めなくても茶道は楽
しい」と笑顔で話していました。

７月３日(金)
長浜の観光にエール！西

に し

川
か わ

貴
た か

教
の り

さん
　新型コロナの影響で落ち込んでいる観光業を元気づけよう
と県内自治体を訪問している「滋賀ふるさと観光大使」の西川
貴教さんが、長浜市を訪問しました。
　浜ちりめんマスクを着けて黒壁ガラス館に登場した西川さ
んは、市長と観光振興策などについて対談。長浜大花火大会に
も参加して盛り上げたいと提案、藤井市長も「ぜひ一緒にやり
ましょう」と応じました。

６月17日(水)
家族で過ごす幸せな時間を考える
　女性の活躍きっかけセミナー「ファミリーコミュニケーショ
ン」が子育て応援カフェ L

ロ コ

OCO L
リ ビ ン グ

ivingで開催されました。
　セミナーでは、コミュニケーションの大切さ、相手への伝え
方のコツや意識するポイントなどがレクチャーされました。　
　参加者は自粛期間中の家庭での時間や家族の様子について
お互いに話し合い、メモを取るなどして、みんなが幸せに過ご
す方法を考えました。

６月28日(日)
森を知る、地域を知る木工講座
　木之本町金居原の「合

ね む

歓の里」で、「週末森びと養成講座」が
開かれました。
　第１回目は、金居原地区で採取したミズメの木を使った「お
箸づくり」。スーパー生木ラボの鈴

す ず

木
き

孝
こ う

平
へ い

所長の指導のもと、
斧で材料を切り分け、ナイフで丁寧に削りだしました。
　受講者たちは、「思ったより難しい」、「生木と乾いた木では
全然違う」などと話し、各工程を楽しんでいました。

６月21日(日)
全国各地で部分日食
　日食とは、月が太陽と地球の間を横切り太陽が月で隠れる現
象です。全国各地で部分日食が観測されたこの日、市内は雲に
覆われて観察に良い条件とはいえませんでしたが、雲が薄く
なった時には、日食で欠けた太陽の姿をぼんやりと見ることが
できました。
　次に日本の一部地域で日食が見られるのはおよそ３年後、日
本全国で見られるのは10年後です。

ヤンマー会館（高月町東阿閉）の尖塔と撮影 ７月５日(日)
野田沼で魚類の基礎調査
　湖北野鳥センターの環境学習事業「ながはまネイチャーマイ
スター」が野田沼で開催されました。
　第１回となる今回のテーマは「様々な魚類採集方法と内湖の
重要性」。参加者は投網やたも網を使い、魚やザリガニ、カエル
などを捕まえ、大いに盛り上がっていました。
　実際に自然を体験し、魚の特徴や内湖の役割、大切さについ
て学ぶ１日となりました。

６月25日(木)
地域伝承野菜のブランド化に向けて
　長浜農業高校と長浜バイオ大学の高大連携講座の第１回と
して、「水耕栽培装置で栽培中の尾

お の え な

上菜の生育調査」が実施さ
れました。
　尾上菜が水耕栽培されたのは今回が初。普通の栽培とどの
ように違うか、どのように成長していくかなどの説明を受けた
長浜農業高校の生徒は、頷きながら熱心にメモを取っていまし
た。その後、尾上菜を収穫・計測しました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
市民広報課（☎65－6504）までお知ら
せください。
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2020年８月号 18

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

　
市
内
２
か
所
の
プ
ー
ル
開
設
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
利
用
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
限
定
し
事
前

予
約
制
と
な
り
ま
す
。

【
期　
間
】 ７
月
28
日(

火)

～
８
月
23
日(

日)

※ 

入
水
時
間
は
２
時
間
で
す
。
状
況
に
よ
り

休
館
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
長
浜
市
民
プ
ー
ル

【
定　
員
】 午
前
・
午
後 

各
３
０
０
人

【
開
設
時
間
】９
時
～
17
時

【
予
約
方
法
】

　
利
用
３
日
前
の
14
時
ま
で
に
ス
マ
ホ
ま
た

は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
長
浜
市
民

プ
ー
ル
予
約
申
込
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、当
日
に
電
話

で
の
申
込
み
を
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
料　
金
】 中
学
生
以
下
３
０
０
円
、

 

大
人
５
１
０
円

※ 

３
歳
未
満
無
料
。
身
体
障
害
者
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
の
提
示
で
半
額
と
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

〇 

身
長
１
２
０
㎝
未
満
の
人
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

〇 

小
学
校
３
年
生
以
下
の
利
用
は
、保
護
者
ま

た
は
責
任
者
の
同
伴
が
必
要
で
す(

有
料)

。

【
問
合
せ
】

　
長
浜
市
民
プ
ー
ル 

☎
64
・
０
３
８
０

※
開
設
期
間
の
み

■
浅
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

【
定　
員
】 

午
前
・
午
後
各
１
８
０
人

【
開
設
時
間
】 

９
時
～
16
時

※
８
月
３
日(

月)

は
休
館

【
予
約
方
法
】 

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

 (

当
日
予
約
可)

【
料　
金
】 中
学
生
以
下
１
０
０
円

 

大
人
３
０
０
円

 

60
歳
以
上
２
０
０
円

※ 

３
歳
未
満
無
料
。
60
歳
以
上
の
人
は
身
分

証
明
書
な
ど
で
年
齢
確
認
を
行
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
提
示
で
半
額

と
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

〇 

利
用
者
は
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
レ
ン
タ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

小
学
校
３
年
生
以
下
の
ご
利
用
は
、
保
護
者

ま
た
は
責
任
者
の
同
伴
が
必
要
で
す(

有
料)

。

【
問
合
せ
】

　
浅
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
74
・
３
３
５
５

　
全
国
で
活
躍
す
る
米
原
市
在
住
の
切
り
絵
作
家 

早

川
鉄
兵
さ
ん
の
作
品
展
を
慶
雲
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
展
示
期
間
中
に
は
、
早
川
さ
ん
が
直
接
教
え
て
く
れ

る
切
り
絵
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。
国
の

指
定
名
勝
の
慶
雲
館
庭
園
と
早
川
さ
ん
の
切
り
絵
と

の
コ
ラ
ボ
は
必
見
で
す
。

【
と　
き
】 ８
月
８
日(

土)

～
30
日(

日)

【
と
こ
ろ
】 慶
雲
館(

港
町)

【
入
場
料
】 大
人
３
０
０
円
・
小
中
学
生
１
５
０
円

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

小
学
生
対
象)

【
と　
き
】 ８
月
23
日(

日)

①
10
時
～
11
時　
②
14
時
～
15
時

【
定　
員
】 各
回
10
人

【
参
加
費
】 ２
，５
０
０
円

【
申
込
み
】 電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み

 

く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】 長
浜
観
光
協
会

 

☎
65
・
６
５
２
１

プ
ー
ル
の
利
用
方
法
お
知
ら
せ

早は
や

川か
わ

鉄て
っ

兵ぺ
い 

切
り
絵
の
世
界

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
65
・
８
７
８
７

相談名 日時 場所 問合先・申込先

行政相談
※右欄( )内は相談委員

８月11日(火)・９月８日(火)　13時～15時(坂
さか

井
い

) 西浅井まちづくりセンター (西浅井町大浦)

滋賀行政監視行政相談センター 
(☎０７７－５２３－１１００)

８月12日(水)・９月９日(水)　13時～15時(髙
たか

山
やま

) 高月支所(高月町渡岸寺)

８月13日(木)　 ９時～12時(三
み

浦
うら

) さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

８月20日(木)　 ９時～12時(谷
た に

口
ぐ ち

) 木之本まちづくりセンター (木之本町木之本)

８月26日(水)　 ９時～12時(竹
た け

本
も と

) 湖北デイサービスセンター (湖北町速水)

９月 １日(火)　 ９時～11時30分(中
な か

川
が わ

) びわ高齢者福祉センター (難波町)

９月 ３日(木)　 ９時～12時(小
こ

林
ばやし

) さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

９月 ４日(金)　 ９時～12時(池
い け

澤
ざ わ

) 浅井支所(内保町)

９月 ４日(金)　13時～16時(新
し ん

堂
ど う

) 余呉まちづくりセンター (余呉町中之郷)

９月 ７日(月)　 ９時～ 12時(長
は

谷
せ

川
が わ

) 虎姫まちづくりセンター (田町)

結婚相談

８月 １日(土)　10時～12時
さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

社会福祉課(☎６５－６５３６)
※ 詳しくは市ホームページ「結婚支援」で検

索または下記QRコードから。
※ いずれの会場も提供できる情報は同じ

です。
※ 登録の有効期限は３年
　です。再登録は各会場
　で受け付けます。

８月13日(木)・20日(木)・27日(木)
18時～ 20時
８月５日(水)・12日(水)・19日(水)・
　　26日(水)15時～17時 北部振興局(木之本町木之本)

女性の悩み相談★
※右欄( )内は相談員

８月22日(土)　12時～16時(下
し も

地
じ

)
市民交流センター (地福寺町)

平日：人権施策推進課 
(☎６５－６５５６専用ダイヤル) 
土日祝：市民交流センター 
(☎６５－３３６６)９月 ３日(木)　10時～14時(下地)

かいご・ふくし
就職説明会 ８月 １日(土)　14時～16時 市民交流センター (地福寺町) 湖北介護・福祉人材センター 

(☎６４－５１２５)

看護職のための
出張就職相談窓口

８月11日(火) ～３月22日(月)
毎月第２・４月曜日　13時～16時　※祝日の場合は翌日 ハローワーク長浜(南高田町)

滋賀県ナースセンター
(滋賀県看護協会内)
(☎０７７－５６４－９４９４)

年金相談★
月　８時30分～ 18時　※祝日等の場合は翌日
火～金　８時30分～16時
第２土　９時30分～15時

彦根年金事務所(彦根市外町)
彦根年金事務所　お客様相談室
予約受付専用ダイヤル
(☎０５７０ー０５－４８９０)

長浜保健所相談事業★ 原則月１回　①精神保健福祉相談
②アルコール相談　③ひきこもり相談 長浜保健所(平方町) 長浜保健所(☎６５－６６１０)

子どもの人権110番 ８月28日(金) ～９月３日(木)
８時30分～19時　※土、日は10時～ 17時 電話相談 大津地方法務局人権擁護課

(☎０１２０－００７－１１０)

■各種無料相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★印は予約が必要です。

101

料金受取人払郵便

長浜局承認

差出有効期間
2021年５月31日
まで

5 2 6 8 7 9 0

切手を貼らずに
お出し下さい。

長
浜
市
八
幡
東
町
６
３
２

長
浜
市
役
所
　
市
民
広
報
課

「
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」係
　行

市民の皆さんの声をお聞かせください
「市民からのメッセージ」

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしやす
いまちをつくるため、「市民からのメッセージ」
を募集します。「広報ながはま」や市政に関する
意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さん
と共有するため、今後、市ホームページで掲載す
る場合があります。

①切り取り線（破線）に沿って切り、中央の
　線に沿ってやま折りにします。
②のりしろにのりを付けて、貼り合わせてく
　ださい。
③切手は貼らずに、そのままポストへ投函し
　てください。

＜様式の使い方＞

【問合せ】長浜市役所市民広報課　
（電話６５－６５０４／ FAX６５－４００６）

の
り
し
ろ

のりしろ

のりしろ

や
ま
折
り

▲長浜市民プール
　予約申込サイト

▲長浜・米原を楽しむ
　観光情報サイト

▲切り絵作品(作：早川鉄兵)

広報ながはま
2020年８月号19
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2020年８月号 20

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
湖
北
の
自
然
ふ
し
ぎ
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　
「
下し

も

坂さ
か

家け

文も
ん

書じ
ょ

」
に
つ
い
て
は
、『
広
報
な

が
は
ま
』
平
成
27
年
１
月
１
日
号
で
紹
介
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
下
坂
氏
館
跡
の
公

開
に
合
わ
せ
て
、
こ
こ
で
は
指
定
と
な
っ
て

い
る
６
９
７
点
の
う
ち
、最
も
古
い「
足
利
直

義
感
状
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

下
坂
家
は
、
坂
田
郡
下
坂
中
村(

下
坂
中

町)

に
居
住
し
た
北
近
江
の
有
力
な
村
落
領

主(

地じ

侍ざ
む
ら
い・
土ど

豪ご
う)

で
す
。
浅あ

ざ

井い

長な
が

政ま
さ

に
も
仕

え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活

動
が
南
北
朝
時
代
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる
こ
と
が
確
認
で

き
る
の
が
、
こ
の
足
利
直
義
感
状
で
す
。
足

利
直
義
は
室
町
幕
府
を
開
い
た
足
利
尊た

か

氏う
じ

の

弟
で
、
南
北
朝
の
内
乱
で
は
兄
の
右
腕
と
し

て
開か

い

府ふ

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
「
下
坂
家
文
書
」
に
残
っ
た
直
義
の
感
状

は
、
建
武
３
年(

１
３
３
６)

７
月
25
日
に
下

坂
治じ

部ぶ

左ざ

衛え

門も
ん

尉の
じ
ょ
うに
宛
て
た
も
の
で
、
近
江

国
の「
伊い

岐き

代し
ろ

宮の
み
や(

草
津
市
片
岡
町
付
近)

」に

お
い
て
、
下
坂
氏
の
親
類
新し

ん

兵べ

衛え

尉の
じ
ょ
う

重し
げ

宗む
ね

が

討
ち
死
に
し
た
こ
と
や
、
京
都
法ほ

っ

勝し
ょ
う

寺じ

の
合

戦
に
お
い
て
弟
の
三さ

ぶ

郎ろ
う

貞さ
だ

兼か
ね

が
傷
を
受
け
た

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
坂
氏
が

多
く
の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
、
足
利
方
と
し

て
奮
戦
し
た
こ
と
を
謝
し
恩
賞
を
与
え
る
こ

と
を
述
べ
た
も
の
で
す
。

　
当
時
の
足
利
軍
は
、
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た

後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
と
対
立
し
、
京
都
を
め
ぐ
っ
て

戦
っ
て
お
り
、
こ
の
一
連
の
合
戦
も
後
醍
醐

天
皇
方
の
軍
隊
と
の
戦
い
で
す
。
第
２
次
世

界
大
戦
前
に
編
纂
さ
れ
た『
近
江
坂
田
郡
志
』

な
ど
で
は
、当
時
の
皇こ

う

国こ
く

史し

観か
ん

に
よ
り
、天
皇

軍
と
戦
っ
た
こ
と
を
遠
慮
し
て
掲
載
さ
れ
な

い
な
ど
、
正
当
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度
、
下
坂
氏
館
跡
の
開

館
を
記
念
し
て
主お

も

屋や

展
示
室
に
お
い
て
公
開

す
る
予
定
で
す
。

　
昨
年
11
月
に
、
所
有
者
か
ら
市
へ
寄
附
さ
れ
た
国
指
定
史
跡

「
下
坂
氏
館
跡
」
の
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。
浅
井
長
政
家
臣

の
屋
敷
が
当
時
の
ま
ま
残
り
、
市
が
全
国
に
誇
る
貴
重
な
戦
国

時
代
の
史
跡
で
す
。

　
地
域
に
残
る
歴
史
の
重
み
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
下
坂
氏
館
は
、
南
北
朝
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
続
く
「
土
豪
」・

「
地
侍
」と
呼
ば
れ
る「
村
落
領
主(

村
の
リ
ー
ダ
ー)

」の
屋
敷
跡

で
す
。
戦
国
時
代
に
造
ら
れ
た
約
90
メ
ー
ト
ル
四
方
の
土
塁(

土

で
で
き
た
土
手)

と
堀
に
囲
ま
れ
た
城
郭
遺
構
が
残
り
、
建
物
は

江
戸
時
代
の
建
造
で
す
が
、
戦
国
時
代
を
偲
ば
せ
る
主
屋
や
門

が
残
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
戦
国
時
代
の
村
落
領
主
の
屋
敷

は
、菩
提
寺
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、屋
敷

内
に
は
、
下
坂
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
浄
土
宗
寺
院
「
不ふ

断だ
ん

光こ
う

院い
ん

」

が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
良

好
に
戦
国
時
代

の
屋
敷
構
え
が

残
っ
て
い
る
遺

構
は
、滋
賀
県
内

は
も
ち
ろ
ん
、全

国
的
に
見
て
も

例
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と

か
ら
、平
成
18
年

１
月
に
国
の「
史

跡
」に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

問 

歴
史
遺
産
課 （
☎
65
・
６
５
１
０
）

シリーズ○

市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。

111

市指定文化財
　「下坂家文書697点」のうち

足
あ し

利
か が

直
た だ

義
よ し

感
か ん

状
じょう

指定日：平成８年９月１日指定

▲足利直義感状　下坂治部左衛門尉宛

●広報ながはまに関するご意見
　（今後、特集を希望するテーマ）

●市政に関するご意見

※担当課からの返事をご希望の場合は、
　氏名・ご住所・連絡先（電話・メールなど）
　をご記入ください。

年齢　　　　　　歳（　男性  ・  女性　）

た
に
折
り

▲下坂氏館跡

▲下坂氏館跡航空写真

▲不断光院(下坂氏の菩提寺)

下
坂
氏
館
跡(

下
坂
中
町)

■
利
用
案
内

　
一
般
公
開
開
始　
８
月
８
日(

土)

13
時
30
分
～

【
開
館
日
】 

土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日(

冬
季
休
館)

【
開
館
時
間
】 

９
時
～
16
時(

入
館
は
15
時
30
分
ま
で
）

【
入
館
料
】

大　
　
人　

(

個
人
３
０
０
円
、団
体
２
５
０
円)

小
中
学
生　

(

個
人
１
５
０
円
、団
体
１
３
０
円)

※
団
体
：
20
人
以
上

問 

六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

☎
62
・
０
１
９
８)

　

 

長
浜
城
歴
史
博
物
館　
　
　

 (

☎
63
・
４
６
１
１)

国
指
定
史
跡「
北き

た

近お

う

江み

城じ
ょ
う

館か

ん

跡あ

と

群ぐ

ん

」の
中
心
施
設

「
下し

も

坂さ

か

氏し

館
や
か
た

跡あ

と

」が
８
月
８
日(

土)

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

 

戦
国
の「
村そ

ん

落ら

く

領り
ょ
う

主し

ゅ

」の
館
が

　
　
　
　
　
　

 

そ
の
ま
ま
に
現
存

広報ながはま
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2020年８月号 22

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　
第
１
回
パ
パ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
・
カ
ジ
イ

ク
ジRAKU

-RAKU

講
座
「
今
こ
そ
！
お
や

こ
で
家
事
技
ゲ
ッ
ト
！
～
頼
り
頼
ら
れ
か
ぞ

く
で
家
の
コ
ト
～
」を
開
催
し
ま
す
。

　
家
事
に
は
家
族
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
秘

訣
が
あ
り
ま
す
。
家
時
間
が
増
え
て
い
る
今

こ
そ
、
パ
パ
も
子
ど
も
と
一
緒
に
家
事
の
コ

ツ
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】 ８
月
22
日(

土)
 

10
時
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】 神
照
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 
(

神
照
町)

【
内　
容
】

　
「
４
ス
テ
ッ
プ
Ｔ
シ
ャ
ツ
た
た
み
」
な
ど
す

ぐ
に
使
え
る
家
事
の
コ
ツ
を
習
得
し
、「
家

の
コ
ト
計
画
表
づ
く
り
」
で
家
族
み
ん
な
の

家
事
力
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
講　
師
】 １
級
家
事
セ
ラ
ピ
ス
ト

 

吉
田 

尚
子 

氏

【
対　
象
】

 

小
学
１
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

【
定　
員
】 25
組
50
人(

先
着
順)

【
参
加
費
】 １
人
50
円(

保
険
料)

【
持
ち
物
】

　

子
ど
も
・
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ(

自
分
の)

Ｔ

シ
ャ
ツ
と
タ
オ
ル

【
申
込
み
】

　

８
月
５
日(

水)

12
時
か
ら
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
①
子
ど
も
お
よ
び
保
護
者
の
氏

名
②
子
ど
も
の
学
年
③
住
所
④
電
話
番
号
を

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
発
熱
等
が
あ
る
場
合
は
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

第
１
回
パ
パ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問 

人
権
施
策
推
進
課  

☎
65
・
６
５
６
０　

FAX 

64
・
０
３
９
６

　
　
　
　
　
　
　

 　

  
 jinken@

city.nagaham
a.lg.jp

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
日
本
遺
産
に
認
定

　

私
は
常
に
長
浜
市
は
歴
史
の
重
み
と
文

化
の
薫
り
は
日
本
一
と
申
し
上
げ
て
お
り
、

そ
の
長
浜
に
ま
た
一
つ
宝
が
増
え
ま
し
た
。

　
「
旧
長
浜
駅
舎
」、「
柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル
」、

「
黒
壁
ガ
ラ
ス
館
」、「
木
之
本
宿
」
な
ど
45

の
文
化
財
な
ど
で
構
成
す
る
ス
ト
ー
リ
ー

鉄
道
遺
産「
海
を
越
え
た
鉄
道
～
世
界
へ
つ

な
が
る
鉄
路
の
キ
セ
キ
～
」が
、長
浜
市
、そ

し
て
お
隣
の
福
井
県
敦
賀
市
、南
越
前
町
と

連
携
す
る
中
で
、文
化
庁
か
ら
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　
長
浜
で
の
日
本
遺
産
認
定
は
、「
琵
琶
湖

と
そ
の
水
辺
景
観
」(

竹
生
島・菅
浦)

、「
西

国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」(

竹
生
島
宝
厳
寺)

に
続
く
３
つ
目
の
快
挙
で
あ
り
、ま
さ
に
日

本
遺
産
の
ま
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
か
ら
遡
る
こ
と
１
５
０
年
前
、明
治
の

文
明
開
化
の
象
徴
の
１
つ
は
、鉄
道
の
開
設

で
し
た
。
今
回
、日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

鉄
道
遺
産
は
、新
橋
―
横
浜
間
の
鉄
道
に
続

く
も
の
で
あ
り
、進
取
の
気
性
あ
ふ
れ
る
長

浜
の
町
衆
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
そ
し
て
経
済
力
が
偲
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
京
都
・
大
阪
と
日
本
海
を
結
び
、

海
を
越
え
て
シ
ベ
リ
ア
へ
と
通
じ
る「
夢
の

鉄
路
」で
あ
り
、
福
井
県
境
に
あ
る
古
い
ト

ン
ネ
ル
に
赴
き
、人
と
物
資
が
に
ぎ
や
か
に

行
き
か
う
姿
を
想
像
し
て
み
る
の
も
楽
し

い
で
す
。

　
そ
し
て
、こ
の
認
定
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
、長

浜
の
観
光
も
大
変
苦
し
い
状
況
に
あ
る
中

で
、大
変
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、こ
れ
も
市

民
の
皆
様
が
、あ
き
ら
め
ず
に
前
を
見
て
こ

ら
れ
た
結
果
、
先
人
が
手
を
差
し
伸
べ
ら

れ
、過
去
と
現
在
が
結
ば
れ
た「
キ
セ
キ
」で

は
な
い
か
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、「
キ
セ
キ
」
で
つ
な
が
っ
た
福

井
県
と
の
縁
を
生
か
し
、令
和
５
年
３
月
の

北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
も
見
据
え
て
、広
域

観
光
に
力
を
入
れ
、長
浜
の
キ
ラ
星
の
よ
う

に
光
る
観
光
資
源
を
さ
ら
に
輝
か
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に

打
ち
勝
ち
、観
光
都
市
・
長
浜
を
復
興
さ
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か

　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
あ
る
い
は
地
域
の

人
々
か
ら
の
、が
ん
に
関
す
る
様
々
な

相
談
を
お
受
け
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
は
、

病
気
の
診
断
や
治
療
、症
状
の
こ
と
に

加
え
、社
会
的
な
こ
と
、金
銭
的
な
こ

と
、あ
る
い
は
ご
自
宅
で
の
生
活
に
関

す
る
こ
と
な
ど
様
々
な
心
配
や
悩
み

を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

で
は
、研
修
を
受
け
た
が
ん
専
門
相
談

員
が
、が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
へ
信

頼
で
き
る
情
報
提
供
を
行
い
、相
談
者

が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
人
ら
し
い

生
活
や
治
療
選
択
が
で
き
る
よ
う
に

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、必

要
に
応
じ
て
院
内
外
の
様
々
な
専
門

職
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、対
応
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
年
度
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
で

専
従
看
護
師
と
し
て
が
ん
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、が
ん
性
疼と

う

痛つ
う

看
護
認
定
看
護
師
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、が
ん
患
者
さ
ん
の
痛
み
に
対
す
る

ご
相
談
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、が
ん
に
関
す
る

公
開
教
室
や
出
前
講
座
な
ど
を
開
催

し
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、一
般
市
民
、

教
育
関
係
職
員
の
人
な
ど
に
対
し
て
、

広
く
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
、が
ん
は
生
存
率
の
上
昇

に
伴
い
、長
期
間
付
き
合
っ
て
い
く
病

気
と
さ
れ
て
お
り
、治
療
や
療
養
を
し

な
が
ら
就
労
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、治
療
に
合
わ
せ
た
働
き
方
の
選

択
支
援
と
し
て
就
労
に
関
す
る
患
者

さ
ん
向
け
の
個
別
相
談
会
も
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
が
ん
に
関
す

る
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
一

人
で
悩
ま
ず
、気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
当
院
に
入
院
・
通
院
さ
れ
て
い
る

人
だ
け
で
な
く
、ど
な
た
で
も
無
料
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
個
人
情
報

は
厳
守
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
は
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
院
内
掲
示

板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市長
コラム　
市長
コラム　

※至誠通天
　�誠を尽くせば天が
　�味方してくれること

問 

市
立
長
浜
病
院

　

 

☎
68
・
２
３
０
０〈
代
表
〉

▲日本遺産認定セレモニー

121

市立病院通信-○-112このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “ 健康豆知識 ”
などを紹介します。

がん専門相談員
がん性疼痛看護認定看護師

大
お お

町
ま ち

 衣
え

里
り

子
こ

 看護師

　

今
月
号
か
ら
連
載
す
る

「
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議

発
見
！
」で
は
、普
段
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
長
浜
市
の

自
然
の
不
思
議
や
、
そ
こ
に

住
む
様
々
な
生
き
物
の
面
白

い
生
態
な
ど
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　
今
回
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
１
と

し
て「
蜃
気
楼
」に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
ま
す
。

　
「
蜃
気
楼
」と
い
え
ば
、
砂

漠
や
海
な
ど
で
見
え
る
幻
…

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
す

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、実
は
、び
わ
湖
で
は
１
年

中
見
ら
れ
て
い
る
自
然
現
象

な
の
で
す
。

　
「
蜃
気
楼
」は
、
大
気
中
の

光
の
屈
折
に
よ
っ
て
発
生
す

る
現
象
で
、
遠
く
の
景
色
が

伸
び
た
り
、逆
さ
ま

に
な
っ
た
り
、実
際

と
は
異
な
っ
て
見

え
る
現
象
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

び
わ
湖
の
水
温

が
比
較
的
低
い
春

や
秋
に
気
温
が
急

激
に
上
が
る
と
、湖

上
に
建
物
な
ど
が

浮
か
ん
で
見
え
る

「
上
位
蜃
気
楼
」と
呼
ば
れ
る

蜃
気
楼
が
発
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
の
寒
い
日
な
ど

は
、
び
わ
湖
の
水
温
よ
り
も

気
温
の
ほ
う
が
ず
っ
と
低
く

な
る
た
め
、
実
際
よ
り
も
低

い
位
置
に
虚
像
が
み
え
る

「
下
位
蜃
気
楼
」と
呼
ば
れ
る

蜃
気
楼
が
発
生
し
ま
す
。

　
び
わ
湖
は
大
変
大
き
い
の

で
、
湖
岸
沿
い
の
道
路
や
建

物
は
対
岸
か
ら
見
る
と
水
平

線
よ
り
下
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
普
段
は
見
え
な
い
の
で

す
が
、
気
温
が
30
度
近
く
ま

で
上
昇
し
た
今
年
６
月
８
日

に
は
水
平
線
よ
り
下
に
あ
る

琵
琶
湖
大
橋
や
沖
の
白
石
な

ど
が
湖
上
に
は
っ
き
り
と
浮

か
び
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
逆

さ
ま
の
蜃
気
楼
が
見
え
る
と

い
う
、
と
て
も
神
秘
的
な
光

景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
蜃
気
楼
の
見
え
方

問 

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

逆さまの虚像

浮かび上がった虚像

水平線
地球

地球虚像 ②下位蜃気楼

①2020年6月8日に見られた蜃気楼(上位蜃気楼)

▶
浮
か
ぶ
建
物

市内の自然の不思議や、そこに住む様々な
生き物の面白い生態などを紹介します。

エピソード　1

湖上のファンタジー「蜃気楼」
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　会議などで議論がまとまらなかったり、特定の人の意見がい
つも通ってしまったりするといった経験はありませんか。
　参加者それぞれの価値観を大切に建設的な議論を進めるこ
とを「ファシリテーション」といい、市民活動など話し合いに基
づいて行う取組みの活性化に効果的です。
　今回センターが主催する講座では、意見を引き出すために必
要な考え方や場の設定方法などを専門家から学び、ファシリ
テーションの役割を担う「ファシリテーター」としての資質を
養います。
ファシリテーション力養成講座�全２回
第１回 ８月29日(土)13時30分～ 15時30分
　　　　(講義)
第２回 ９月26日(土)13時30分～ 15時30分
　　　　(グループワーク)
※ どちらもオンラインで開催。２回参加が望ましいですが、１

回での参加もできます。
【講　師】  原

はら

田
だ

 博
ひろ

一
かず

 氏(コミュニケーションエンジニア・(株)
イミカ代表取締役)

【対　象】 市民活動に関わる人、市内在住・在勤・在学の人
【参加費】 無料　　　　　【定　員】30人(先着順)
【申込み】  ８月21日(金)までに市ホームページ応募フォームま

たは電話で市民協働センターまで。
※受講方法は参加者に別途連絡します。

　昨年冬開催した「コミュニティカレッジ」。市民が、自分の活
動や趣味・仕事などで培った知識やノウハウを「センセイ」と
して「セイト」(受講者)に教えることを通じて交流を深めるイ
ベントで、延べ1,000人が参加し盛況に終わりました。
　今年はZ

ズ ー ム

OOMアプリを用いてオンライン上で開催。時間割
は事前に告知し、ネット環境があれば誰でも予約なしで好きな
講座を受講できるようにしました。６月下旬に行った第1回目
の時間割は、現役司会者による好感を持たれる話し方の伝授や
観音文化について学ぶ内容など、全３コマ。市内のプロバーテ
ンダーによるおいしいハイボールの作り方講座では、バーカウ
ンターからの実況で臨場感あふれる内容でした。
今後の開催予定
第３回　８月８日(土)　13時～ 16時
〇 以降も月に１回程度開催予定。受講料は毎回無料。
〇 センセイは都度変り、随時募集しています。
〇 詳しくは市民協働センターまでお問い合わせください。

　江戸時代の豪華な絵画に代表され
る宗

そう
達
たつ

や若
じゃく

冲
ちゅう

。彼らの作品には、愛嬌
たっぷりの子犬や町人たちの姿がい
きいきと描かれた「かわいい絵画」も
あります。「かわいらしさ」の中に小
さな見どころが発見できる一冊です。

　毎年夏の初め、ばあちゃん宛てに
届く朝顔の絵のハガキ。今年、添え
られた文章がいつもと違うことに気
づいた６年生の誠矢は、決意した。
見知らぬ土地に住む「ハガキの人」
を訪ねることを。ばあちゃんの大反
対にあうことも覚悟のうえで・・・。

公益財団法人 江
こ

北
ほ く

図書館

市内には以下の図書館もあります

　「けやきっ子」とは、市の木「けやき」にな
ぞらえ、どっしりと大地に根を張って知恵や知
識を吸収し、太く堅い幹のよ
うにしっかりと生きる力を身
につけ、想像の枝をのびのび
と広げて豊かに生きる長浜の
子どもたちをいいます。▲ まちの学校：10 月 10 日エッセイスト黒

くろ
川
かわ

伊
い

保
ほ

子
こ

さん
講演会、11 月は防災教室 ( 日程未定 )

　FIKA の時間：9、12、１、２月に開催

問 湖北タウンホーム ( ☎７３－３９１０)

▲ 質問や感想はチャットでやりとり。「顔出し
なし」の参加もできます。

市立図書館 HP
QR コード

▼

♢ 木之本まちづくりセンター図書室(北部振興局併設) 
☎82-5915 【8時30分～17時】　休室：土曜日・日曜日・祝日

♢ 余呉文化ホール図書室(余呉支所隣接) 
☎86-8107 【9時～17時】　休室：祝日

♢ 西浅井まちづくりセンター図書室(西浅井支所併設) 
☎89-1125 【8時30分～17時】　休室：月曜日、第1・3日曜日、祝日

※図書室も８月１日(土)・２日(日)は貸出業務等を停止します。

♢ ながはま市民協働センター
　☎65-6525　Mail: katsudou@city.nagahama.lg.jp　休所日 火曜日
♢ 北部サテライトセンター きのもと交遊館
　〒526-0425 長浜市木之本町1118　開所日 水・日曜日

木之本町木之本1362　☎ 82-4867 
休館日：月曜日、第１・３日曜日、祝日 

ホームページ：http://kohokutoshokan.com

〒 526-0037 高田町 12-34

『かわいい江戸の絵画史』

『朝顔のハガキ　夏休み、
ぼくは「ハガキの人」に会いに行った』

金
かね

子
こ

 信
のぶ

久
ひさ

/ 監修 (株式会社エクスナレッジ)

山
やま

下
した

 みゆき / 作　ゆの / 絵 (朝日学生新聞社)

話し合いをより円滑に、建設的に

こんな活動してます！

【ながはま文化福祉プラザ】  
●文化福祉プラザ室／☎ 65-6907 ●ながはま市民協働センター／☎ 65-6525 
●長浜まちづくりセンター／☎ 62-1808 ●長浜図書館／☎ 63-2122  
●長浜市地域福祉センター／☎ 62-1804

【長浜商工会議所・長浜ビジネスサポートセンター】  
●長浜商工会議所／℡ 62-2500 ●長浜ビジネスサポート協議会／☎ 53-2770

図

書

室

2020
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湖北タウンホーム

　しょうがいがある人とその家族の生活の支援施設として平成９年に開
所。身体しょうがい者の入所施設で当時珍しい全室個室型で、利用者そ
れぞれの個性にあわせた生活支援を行っています。現在は入所38人、通
所10人(１日平均)の利用者を約100人のスタッフがサポートしています。

「タウンホーム」の名のごとく「まちの中の家」として、地域に開かれた施
設運営が特徴。医療施設を併設するほか文化祭などの開催を通じて、しょ
うがいの有無にとらわれない共生社会をめざしています。
　こうした思いをより積極的に拡散しようと、平成29年からしょうがい
がある子どもの保護者同士が悩みや情報を共有できる交流の場「F

フ ィ ー カ

IKAの
時間」と、暮らしに役立つ講座や講演などを行う「まちの学校」を開催。ま
ちの学校は誰でも気軽に参加でき、しょうがいへの理解を深める第一歩
となるはずです。お気軽にお問い合わせください。

毎月第 3 日曜日は
「けやきっ子読書の日」

館 名 問合せ 休館日 開館時間

長 浜 ☎ 63-2122
◎ 毎週　火曜日

◎ 臨時休館：8月1日（土）・2日（日）
平日：10時～20時
土・日・祝日：10時～18時

浅 井 ☎ 74-3311

◎ 毎週　月・火曜日

◎ 臨時休館：8月1日（土）・2日（日）
10時～18時

び わ ☎ 72-4305

虎 姫 ☎ 73-2335

湖 北 ☎ 78-1687

高 月 ☎ 85-4600

今年はオンラインで開催コミュニティカレッジ

第１回　「図書館の本のならび方を知ろう」

第２回　「やってみよう！レファレンス」

第３回　「ピックアップコーナーを作ってみよう」

ふだんなかなか知ることのできない図書館の仕組みを知って、
もっと便利に図書館を使いこなすワザを紹介する連続講座です。
(全３回)

図書館の本は、どんなルールで並んでいるのでしょうか。
本の背表紙のラベルは何を意味するのか。

知りたいことを調べる方法とは。本を使って調べ物に挑戦
しよう。

※ 10月24日(土)開催予定。詳しくは広報ながはま10月号
図書館だよりでお知らせします。

８月29日(土)　14時～16時

９月26日(土)　14時～16時

ながはま文化福祉プラザ２ＡＢ会議室(高田町)

８月 ７日(金)　10時～

９月11日(金)　10時～

18歳以上の人

各回10人(申込先着順)

直接または電話で市内６つの図書館までお申し込みください。

※ 状況により中止や内容を変更する場合があります。参加の際はマスクの
着用をお願いします。

参加費無料 ・ 要申込

と　き

と　き

ところ

受　付

受　付

対　象

定　員

申込み
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子育て個別相談会
●�そだちっこ広場は中止していますが、予約制で個別相談
会を実施します（毎月１日より予約受付）

　妊娠中の心身のこと、おっぱいのこと、お子さんの発育・
発達、予防接種、歯科、栄養、離乳食、あそびのことなど、子
育てについて感じていることを専門スタッフが疑問や不
安にお答えします。身体測定のみ(要予約)も可能です。
【対　象】  市内にお住まいの妊婦さん、０歳～就学前のお

子さんと保護者
【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時　
　　　　 (１人につき30分程度)

●離乳食のおはなしタイム(随時予約受付)
　予約制の個別相談として実施します。離乳食のす
すめ方や心配ごと、相談など栄養士が個別で対応し
ます。
【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時
　　　　 (１人につき30分程度)
【日　程】 子育て個別相談会と同じ日程
【対　象】 ５～８か月のお子さんをもつ保護者
【持ち物】 母子手帳、水筒(熱中症予防のため)
　　　　 健康観察票(申込みの人に郵送します)
　　　　 バスタオル(身体測定を希望される人)
子育て個別相談会、離乳食のおはなしタイムの
どちらも定員があり、申込み順となります。
●各会場予約申し込み先
　・保健センター　　☎６５－７７５１
　・高月分室　　　　☎８５－６４２０

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、乳幼児健診を延期していましたが、６月から再開しています。年度
当初に配布した健康づくり日程表や健診案内チラシ等に記載している日程とは異なりますので、　対象の人には
順次、郵送で個別通知をします。できる限り個別通知で案内する日程にお越しください。
　お問い合わせ、ご相談は健康推進課(☎６５－７７５１)まで。

長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１( 子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９( 保健予防事業について )

保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０保健だより

　コロナストレスのため、喫煙量が増えやすい環境になっています。海外の研究では、喫煙は新型コロナウイルス
による肺炎を重症化させる最大のリスクと指摘されています。自分の身を守るためにもこの機会に禁煙しましょう。

�世界保健機関(ＷＨＯ)、日本呼吸器学会も「禁煙すること」を強く推奨しています。
【禁煙方法について】
　薬局で販売されている市販薬の利用以外に、ニコチン依存テストなどの条件を満たすと保険適用
を受けて禁煙外来を受診できます。市内禁煙外来の場所や保険適用条件については、電話でのお
問い合わせほか、ホームページに掲載しています。　　　　　　　問 健康企画課　☎６５－７７７９

　保健センターや市内まちづくりセンターなどで実施している総合健診以外に医療機関
でも健診(検診)が可能です。乳がん検診以外は直接医療機関へお申し込みください。

すこやかトピックス　
～医療機関でも健診(検診)が受けられます～

～新型コロナウイルスによる肺炎の重症化を避けるため禁煙をしましょう～

乳幼児健診

長浜市民体育館
秋のスポーツ教室受講生募集

【申込み】　８月17日(月)から長浜市民体育館で申込み受付けを開始します。
　　　　　電話での申込みも可能です。ただし定員になり次第受付終了となります。
【その他】　〇各教室の開講日程については下記までお問い合わせ下さい。
　　　　　〇受講料は原則としてお返しできません。
　　　　　〇今期は新型コロナウイルス感染予防対策をとり、一部定員を減らして実施します。

問・申 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜市民体育館) ☎ ６３－９８０６ (宮司町1203)

各教室9月～12月開講

スポーツの秋到来！シェイプアップ、リラックス、健康増進　
心と体の健康のためにスポーツしよう♪

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

記事広告

教室名 対象 曜日 時間 受講料 定員 講師 内容

ナイター硬式テニス教室 一般 月 19時30分～
21時

10回
7,400円 20人

公認コーチ
坂
さか

 佳
よし

則
のり

 先生
初心者のための硬式テニス教
室です。

はじめてのフィットネス
フラダンス教室 一般 水 10時～

11時30分
８回

5,400円 15人
Ａ

ア フ ァ

ＦＡＡ認定
藤
ふじ

本
もと

 朋
とも

子
こ

 先生
初心者のためのフィットネスフ
ラダンスの教室です。

初心者バドミントン教室 一般 水 10時～
11時30分

10回
7,400円 20人

長浜市バドミントン
協会

初心者のためのバドミントン
教室です。

教室名 対象 曜日 時間 受講料 定員 講師 内容
おやこ Ｄ

デ

Ｅ あそビクス
教室

２、３歳児と
保護者 火 10時～11時 ８回

5,400円
10組
20人

ＡＦＡＡ認定
藤本 朋子 先生

音楽にあわせて親子で楽し
くリズム体操♪

親子リトミック教室 ２歳児と
保護者 水 10時～

10時45分
８回

5,400円
10組
20人

リトミック講師
近
こん

藤
どう

 しほり 先生
生まれて初めての習い事に
最適♪体で音楽を楽しもう！

教室名 対象 曜日 時間 受講料 定員 講師 内容

ボディーケアヨガ教室① 一般 月 13時30分～
14時45分

10回
7,400円 25人

ヨガ講師
北
きた

 京
きょう

子
こ

 先生
体をほぐしながら補整してい
くヨガ教室です。

ボディーケアヨガ教室② 一般 月 15時～
16時15分

10回
7,400円 25人

ヨガ講師
北 京子 先生

体をほぐしながら補整してい
くヨガ教室です。

ビューティーヨガ教室
昼コース 一般 火 13時30分～

14時45分
10回

7,400円 25人
ヨガ講師
北 京子 先生

美しく健康な身体づくりに最
適なヨガ教室です。

ビューティーヨガ教室
夜コース 一般 水 19時45分～

21時
10回

7,400円 25人
ヨガ講師
北 京子 先生

美しく健康な身体づくりに最
適なヨガ教室です。

10歳若返り美身体づくり
リンパストレッチ教室 一般 木 10時～11時 10回

7,400円 20人
フィットネス講師
森
もり

野
の

 善
よし

誠
なり

 先生
軽ストレッチでリンパ循環を
改善し美身体づくりをめざし
ます。

体幹強化
ウエストシェイプ教室 一般 木 11時15分～

12時15分
10回

7,400円 20人
フィットネス講師
森野 善誠 先生

ストレッチポールで体幹強化
とウエストの引き締めを目指
します。

★運動不足解消、筋力維持をめざそう！

★音楽に合わせて親子で楽しく運動しよう！

★美しく健康な体をつくろう！

健診(検診) 対　象 受診料
生活習慣病健診 30歳～ 39歳の男女 1,000円
国民健康保険特定健診 40歳～ 74歳の男女 1,000円（前年度受診者は無料）
大腸がん検診 40歳以上の男女 800円
子宮頸がん検診 20歳以上の女性 1,300円
乳がん検診 (申込みは健康推進課)
☎６５－７７５９ 40歳以上の女性 49歳以下　1,800円

50歳以上　1,500円

▲禁煙に関する
　市ホームページ

▲保健ガイド
　市ホームページ

健診くん

対　象 開催日 通訳 会　場
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区にお住まいの人 ８月17日(月） ○ 保健

センター
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区に
お住まいの人

８月19日(水） 高月分室
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令和２年度後期　秋の語学スクール　新規生徒募集
講　座　名 対象 開講日 曜日 時　間 回数 受講料 定員

幼児英会話(外国人講師) ３～５歳
未就学児 ９月６日 日 10時～ 10時30分 16回 14,100円 15人

ハローから始める英会話(外国人講師) 中学生
英語レベル ９月６日 日 11時～ 12時 16回 17,400円 15人

ステップアップ英会話(外国人講師) 中学生
英語レベル ９月６日 日 13時～ 14時 16回 17,400円 15人

A
アート

rt i
イン

n E
イングリッシュ

nglish(外国人講師)
小学生

１～３年
10月７日～
12月２日 水 16時～ 17時 ８回 11,200円

(教材費込み) 10人

中国語初級(外国人講師) 大人 ９月５日 土 15時～ 16時30分 16回 17,400円 15人

中国語中級(外国人講師) 大人 ９月５日 土 13時～ 14時30分 16回 17,400円 15人

中国語上級(外国人講師) 大人 ９月５日 土 10時30分～ 12時 16回 17,400円 15人

スペイン語初級(日本人講師) 大人 ９月２日 水 19時～ 20時30分 16回 17,400円 15人

スペイン語中級(日本人講師) 大人 ９月６日 日 15時30分～ 17時 16回 17,400円 15人

ポルトガル語初級(外国人講師) 大人 ９月11日 金 19時～ 20時30分 16回 17,400円 15人

ポルトガル語初～中級(外国人講師) 大人 ９月７日 月 19時～ 20時30分 16回 17,400円 15人

ポルトガル語中級(外国人講師) 大人 ９月８日 火 19時～ 20時30分 16回 17,400円 15人

韓国語初級　①(外国人講師) 大人 ９月６日 日 10時30分～ 12時 16回 17,400円 15人

韓国語初級　②(外国人講師) 大人 ９月５日 土 15時30分～ 17時 16回 17,400円 15人

韓国語中級　①(外国人講師) 大人 ９月６日 日 15時～ 16時30分 16回 17,400円 15人

韓国語中級　②(外国人講師) 大人 ９月６日 日 13時～ 14時30分 16回 17,400円 15人

韓国語上級(外国人講師) 大人 ９月７日 月 14時～ 15時30分 16回 17,400円 15人

たのしい日本語個別(日本人講師) 外国籍市民 随時 チケット制(日時は講師と相談) ５回 2,100円 ー
※『Art in English』は、英語を使いながらクラフト工作を楽しむ子ども向けのクラスです。　

令和２年度後期からの新規コース
講　座　名 対象 開講日 曜日 時　間 回数 受講料 定員

小学生の英語で海外探検教室
(外国人講師)

小学生
４～６年生

９月５日～
10月24日 土 16時～ 17時 ８回 9,900円 ８人

N
ニ ュ ー ス

ews i
イン

n E
イングリッシュ

nglish(外国人講師) 大人 ９月５日～
10月24日 土 14時30分～ 15時30分 ８回 18,700円 ５人

はつらつ体操
～転倒防止体操教室～ (月１回) 大人 ９月11日～

３月12日 第２金 13時30分～ 14時45分 ７回 5,000円 10人

リラックスヨガ(月２回) 大人 ９月４日～
11月20日 第１・３金 14時～ 15時 ６回 4,800円 ８人

ウクレレ教室(月２回) 小人～大人 ９月14日～
11月23日 第２・４月 16時～ 17時 ６回 12,000円 10人

こども絵画教室(月１～２回） 小中学生 ９月５日～
２月20日 土 16時15分～ 17時45分 10回   8,400円

(別途教材1,540円） 10人

催　
し

お
知
ら
せ

問 生涯学習文化課 
　 ☎６５―６５５２

　初心者向けのパソコン講座を開講します。
　六荘まちづくりセンターでは、パソコン無料サ
ポートも実施します。詳しくは、お近くのまちづ
くりセンターに設置している「パソコン講座予定
表」をご覧いただくか、各講座会場までお問い合
わせください。

※申込みはすべて先着順になります。開講時間をご確認のうえ、お申し込みください。
※受講には別途テキスト代が必要になります。

【申込先】
市民交流センター (地福寺町) ☎６５－３３６６
湖北まちづくりセンター (湖北町速水)  ☎７８－１２８７
六荘まちづくりセンター (勝町) ☎６２－０１９８
【問合せ】(講座内容等について)
ＮＰＯ法人ＩＴ育成会 あすな ☎６３－８３１９

パソコン入門講座のお知らせ

会　　場 講座名 受講料 初回開講日 回数 開講時間

市民交流センター
エクセル関数活用 4,000円  ９月 ７日(月) ５回 10時～

パソコン基本操作 3,000円  ９月 ７日(月) ３回 13時30分～

湖北まちづくりセンター
ワード初級講座 4,000円  ９月 ７日(月) ５回 10時～

エクセル初級講座 4,000円 10月19日(月) ５回 10時～

六荘まちづくりセンター

作って覚えるワード 4,000円  ９月 １日(火) ５回 10時～

ホームページ作成（基礎編） 4,000円  ９月 ３日(木) ５回 10時～

作って覚えるワード 4,000円  ９月 ３日(木) ５回 19時～

パワーポイント活用講座 4,000円 10月 ７日(水) ４回 10時～

ホームページ作成（活用編） 4,000円 10月 ８日(木) ５回 10時～

エクセルで作るカレンダー 4,000円 10月 ８日(木) ５回 19時～

エクセル出納簿 4,000円 10月13日(火) ５回 10時～

G
グ ー グ ル

oogleでホームページ 2,000円 11月12日(木) ２回 10時～

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。
◇秋の語学スクール生徒募集
　長浜市多文化共生・国際文化交流ハウスＧ

ジ オ

ＥＯ◇ ただいま申込み受付中
(☎６３－４４００)

【申込み方法】 長浜市多文化共生・国際文化交流ハウスＧＥＯにある申込用紙に記入のうえ、
　　　　　　 お申し込みください(電話で仮予約できます）。
※定員になり次第、締切になります。
※最低開講人数に達しない場合は、開講しない場合もあります。
※講座開講後は、お支払いただいた受講料のお返しは原則としてできません(テキスト代は別途必要)。

※『小学生の英語で海外探検教室』は、様々な国の基本的な情報や文化を通して、英語を学ぶクラスです。
※『News in English』は、ニュース記事から英語力・言語力・読解力を鍛えるクラスです。
※当施設休館日により講座・教室が別日に振替になる日がありますので、詳しい講座等のスケジュールはお問い合わせください。

◇どんな教室かな？見学してみよう！！◇ (１回のみ、見学無料)
　 見学を希望される場合は、事前にご連絡をお願いします。

記事広告

問・申 ＮＰＯ法人長浜市民国際交流協会 ☎６３－４４００ (木曜・祝日の翌日定休日・お問合せは定休日以外の10時～ 19時)

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が

延
期
や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、催
し
参
加
の
際
に
は

マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
症
予

防
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
種
相
談
／
お
知
ら
せ

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
の
文
化
財
な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

／
お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

講
座・教
室

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

募　
集

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
10月号：８月20日(木）　11月号：９月17日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課(☎65－6504）までお問合せください。

有料広告欄

◆
企
画
展「
曳
山
を
彩
る
絵
師
た
ち

　
５
杉す

ぎ

沢さ
わ

春し
ゅ
ん

厓が
い

」

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
湖
北
・
長
浜
で
活
躍
し
た

画
人
杉
沢
春
厓
の
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。
代
表
作
に
、
長
浜
曳

山
祭
大
手
町
組
壽こ

と
ぶ
き

山ざ
ん

の
舞
台
障

子
腰こ

し

襖ぶ
す
ま「
石ざ

く
ろ
し
ょ
う
き
ん
ず

榴
小
禽
図
」
が
あ
り
ま

す
。
日
８
月
31
日(

月)

ま
で
場
長

浜
市
曳
山
博
物
館(

元
浜
町)

費
大

人
６
０
０
円
、小
中
学
生
３
０
０
円

(

市
内
お
よ
び
米
原
市
の
小
中
学
生

無
料)

問
長
浜
市
曳
山
博
物
館(

☎

65
・
３
３
０
０)

◆
勝
手
に
ゴ
ツ
ボ
×
リ
ュ
ウ
ジ
祭

誰
で
も
本
が
自
由
に
読
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「
え
き
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」の
開
設
を
記
念
し

て
、長
浜
市
出
身
の
漫
画
家
ゴ
ツ
ボ

×
リ
ュ
ウ
ジ
先
生
の
既
刊
本
や
原

画
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
を
し
ま
す
。

日
９
月
30
日(

水)

ま
で
場
え
き
ま

ち
テ
ラ
ス
長
浜(

北
船
町)

問
能の

う

美び

舎し
ゃ 

堀ほ
り

江え(

☎
０
８
０・２
０
７
９
・

４
６
９
２)

◆
不
登
校
っ
て
な
に
？
vol.
２

　
～
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
声
～

不
登
校
に
つ
い
て
の
講
演
会
で

す
。
子
ど
も
と
関
わ
る
機
会
の
あ

る
す
べ
て
の
人
に
ぜ
ひ
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
話
で
す
。
日
８
月

16
日(

日)

13
時
～
15
時(

12
時
30

分
開
場)

場
な
が
は
ま
文
化
福
祉

プ
ラ
ザ(

高
田
町)

講
宮み

や

田た

隼じ
ゅ
ん

定 

30

人
申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
問

cotton

～
こ
っ
と
ん
～ 

藤ふ
じ

田た(

☎

０
９
０・５
１
３
２・８
４
０
５)

chirp.0815.chirp@
gm

ail.com

◆「
結
婚
式
の
作
り
方
」お
茶
会

こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、小
さ
く

て
温
か
い
自
分
た
ち
ら
し
い
結
婚

式
の
作
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
せ

ん
か
。
牧
師
先
生
と
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
無
料
で
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
日
８
月
22
日(
土)

18

時
～
20
時
場
な
が
は
ま
文
化
福
祉

プ
ラ
ザ(

高
田
町)

申
電
話
で
。
問

C

シ

ン

デ

レ

ラ

inderella W

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

edding 

山や
ま

本も
と(

☎

０
９
０・２
０
４
６・１
０
７
１)

◆「
お
喋
り
仲
間
」参
加
者
募
集

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ア
ル
ト
さ
ん
と
お
喋

り
を
楽
し
む
ク
ラ
ブ
で
す
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
日
８
月

23
日(

日)

18
時
～
20
時
場
な
が
は

ま
文
化
福
祉
プ
ラ
ザ(

高
田
町)

内

テ
ー
マ
「
健
康
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
費

１
，
０
０
０
円
申
電
話
で
。
問W

ウ
イ
ー

e 
T

ト
ー
ク

alk 

大お
お

橋は
し(

☎
62
・
１
０
７
１)

◆
お
や
こde

コ
ン
サ
ー
ト

　
～
打
楽
器
と
絵
本
の
世
界
～

日
８
月
30
日(

日)

14
時
～(

13
時

30
分
開
場)

場
木
之
本
ス
テ
ィ
ッ

ク
ホ
ー
ル(

木
之
本
町
木
之
本)

内

０
歳
か
ら
入
場
で
き
る
親
子
向
け

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
出
演
：
改か

い

發は
つ

麻ま

衣い

、
佐さ

藤と
う

け
や
き
、
深ふ

か

田た

瑞み
ず

穂ほ

費
５
０
０
円(

膝
の
上
の
乳
幼
児

無
料)

申
電
話
で
。
締
８
月
29
日

(

土)

問
木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー

ル(

☎
82
・
２
４
１
１)

◆H

ハ

ー

ト

eart T

ト
レ
イ
ン

rain

講
座

①
大
人
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

　
「
お
と
み
っ
く
」

日
８
月
11
日(

火)

10
時
30
分
～
11

時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講
中な

か

山や
ま

あ
り
か
定 

10

人(
先
着
順)

費
８
０
０
円(

初
参
加

無
料)
申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

②
ヨ
ガ
教
室

日
８
月
27
日(
木)
10
時
30
分
～

11
時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー(

勝
町)

講
小こ

宮み

山や
ま

和か
ず

子こ

定 

15
人(

先
着
順)

費
５
０
０

円
、
託
児
１
０
０
円(

５
人
ま

で)

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
問

H
eartTrain dai

～dai

～ 

村む
ら

山や
ま(

☎

０
９
０・４
０
３
８・８
８
９
９)

daidai.risa@
gm

ail.com

◆
び
わ
湖
東
北
部
地
域
生
涯
学
習

　
講
座(

子
育
て
講
座)

「
コ
ロ
ナ

　
後
の
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た

　
ち
に
必
要
な
こ
と
」

第
１
回

「�

幼
児
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
・
Ａ
Ｉ
時

代
に
必
要
な
学
び
を
考
え
る
！
」

日
８
月
29
日(

土)

13
時
30
分
～
15

時
場
滋
賀
文
教
短
期
大
学(

田
村

町)

講
滋
賀
文
教
短
期
大
学
子
ど
も

学
科 

伊い

藤と
う

孝た
か

子こ 

准
教
授
対
園
児
の

保
護
者
定 

20
組(

子
ど
も
同
伴
可)

第
２
回

「�

小
学
生
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
・
Ａ
Ｉ

時
代
に
必
要
な
学
び
を
考
え
る
！
」

日
９
月
５
日(

土)

13
時
30
分
～

15
時
場
長
浜
バ
イ
オ
大
学(

田
村

町)

講
聖
泉
大
学
人
間
学
部
人
間
心

理
学
科 

炭す
み

谷や

将ま
さ

史し 

教
授
対
児
童

の
保
護
者
定 

70
人

〈
共
通
事
項
〉
申
事
前
予
約
制 

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー)

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
問

彦
根
長
浜
地
域
連
携
協
議
会(

聖

泉
大
学
内)(

☎
０
７
４
９
・
43
・

７
５
２
３)

◆
こ
ほ
く
健
康
づ
く
り
広
場

　
初
回
講
習

日
９
月
２
日(

水)

10
時
～
12
時
、

14
時
～
16
時
場
湖
北
福
祉
ス
テ
ー

シ
ョ
ン(

湖
北
町
速
水)

内
筋
ト
レ

マ
シ
ン
使
用
や
運
動
対
市
内
在
住

の
概
ね
60
歳
以
上
の
人
定 

26
人

(

先
着
順)

持
筆
記
用
具
、
水
筒
申

電
話
で
。
締
８
月
28
日(

金)

問
長

浜
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
78
・

８
２
９
４)

◆
介
護
職
員
初
任
者
研
修

日
９
月
７
日(

月)

～
12
月
16
日

(

水)

の
う
ち
24
日
間
場
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
ア
ン
タ
レ
ス(

加
田

町)

ほ
か
対
研
修
の
全
課
程
を
受
講

で
き
る
人
定 

40
人
費
４
３
，２
０
０

円(

教
材
・
実
習
費
込)

申
青
祥
会

各
施
設
で
。
締
９
月
４
日(

金)

他

全
課
程
を
受
講
し
終
了
評
価
に
合

格
し
た
場
合
、
５
，
０
０
０
円
を
返

金
し
ま
す
。
問
青
祥
会
本
部(

☎

68
・
４
１
１
４)

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座

日
９
月
19
日(

土)

10
時
～
11
時
30

分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(

勝
町)

内
助
産
師
の
指
導
に
よ
る

人
形
を
使
っ
た
だ
っ
こ
や
お
む
つ

交
換
の
体
験
、生
演
奏
の
ミ
ニ
音
楽

会
対
市
内
在
住
、在
勤
の
初
め
て
出

産
す
る
妊
婦
と
そ
の
家
族
定
５
組

(

先
着
順)

費
１
０
０
円
申
電
話
で
。

締
８
月
18
日(

火)

問
子
育
て
広
場

ス
キ
ッ
プ(

☎
62
・
１
２
１
２)

◆
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
募
集

今
こ
そ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！
あ
な

た
の
力
で
長
浜
の
街
を
元
気
づ

け
ま
せ
ん
か
。
申
電
話
で
。
締

９
月
30
日(

水)

申
長
浜
観
光
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会(

☎
65
・

０
３
７
０)

◆
自
衛
官
募
集

内
募
集
種
目
①
航
空
学
生(

海
・

空)

②
一
般
曹
候
補
生(

陸
・
海
・

空)

③
自
衛
官
候
補
生(

陸
・
海
・

空)

対
①
海
上
自
衛
隊
：
18
歳
以
上

23
歳
未
満
の
人
、航
空
自
衛
隊
：
18

歳
以
上
21
歳
未
満
の
人
②
③
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
人

締
①
②
９
月
10
日(

木)

必
着
③
年

間
を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
で
。

問
自
衛
隊
彦
根
地
域
事
務
所(

☎

０
７
４
９
・
26
・
０
５
８
７)

◆
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

　
試
験

日 

10
月
31
日(

土)

、
11
月
１
日

(

日)

対
受
験
資
格
等
詳
し
く
は
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
Ｎナ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。申
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
。
締
８
月
27
日(

木)

～
９
月

７
日(

月)

問
大
阪
海
上
保
安
監
部

管
理
課(

☎
０
６・６
５
７
１・０
２

２
１)

催　
し

▲彦根長浜地域
　連携協議会
　ホームページ

▲自衛隊
　彦根地域事務所
　メール

▲国家公務員
　試験採用情報
　ＮＡＶＩ

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

８・９
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ
ス
ク

を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

８
月
２
日
、９
日
、10
日
、16
日
、

　
　
23
日
、30
日

９
月
６
日
、13
日
、20
日
、21
日
、

　
　
22
日
、27
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
～
11
時
30
分

12
時
30
分
～
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】

９
時
～
18
時

【
診�

療�

科
】

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内(

宮
司
町
１
１
８

１
‐
２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証・福
祉
医
療
券・

お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手
帳(

乳

幼
児
の
場
合)

を
お
忘
れ
な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始(

12
月
30
日
～
１
月
３
日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

８
月
の
税
・
料

〇 

国
民
健
康
保
険
料　
３
期

〇
介
護
保
険
料　
　
　
３
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
２
期

安
心
で
安
全
な
口
座
振
替
を

始
め
ま
せ
ん
か
。
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今
月
の
表
紙
私
た
ち
の
ま
ち
の
頼
も
し
い
ヒ
ー
ロ
ー
、消
防
団
員
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
で
守
る
。」

そ
の
熱
い
思
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
に
、日
々
、訓
練
に
励
み
ま
す
。(

６
月
13
日
撮
影)
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人口と世帯数
令和２年７月 1 日現在

植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けしているほか、市民交流センターや図書館、街づくりセ
ンターなど市の公共施設やスーパー、診療所などにも置いています。また、市ホームページ、スマホか
らもご覧いただけます。声の広報も作成していますので、ご希望の場合は市民広報課まで。

人口 １１７，３１４人 （－15）
男 ５７，５００人 （－08）
女 ５９，８１４人 （－07）
世帯数 ４６，５１０世帯（＋55）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Facebook

長浜市ほっとにゅ～す
Facebook

長浜市教育委員会
Instagram

＃長浜ちょぴっく
YouTube

はま～るtb.
広報紙をスマホで

マチイロ
イベント情報を配信

ＬＩＮＥ

学校・園活動
紹介

愛
情
い
っ
ぱ
い
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い

わ
く
わ
く
い
っ
ぱ
い

　
本
園
は
、市
街
地
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
園
庭
に
は
草
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、園
舎
の
目
の
前
に
あ
る
長

浜
新
川
で
は
、一
年
を
通
し
て
四
季
の
移

り
か
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
自
然
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
春
に
は
、
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
子

ど
も
た
ち
は
お
花
見
に
出
か
け
た
り
、虫

探
し
を
し
た
り
し
ま
す
。

　
夏
に
は
、
５
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
が
、

長
浜
新
川
の
生
き
物
観
察
会
に
参
加
し

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、六
荘
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
と
長
浜
新
川
整
備
検
討
会

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、子
ど
も
た
ち

の
身
近
な
生
き
物
へ
の
興
味
関
心
を
広

げ
る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
川
の
中

に
入
り
、
水
の
冷
た
さ
や
心
地
よ
さ
、
川

の
流
れ
の
速
さ
の
違
い
な
ど
を
体
感
し

た
り
、網
で
魚
を
す
く
い
上
げ
た
り
す
る

時
の
期
待
感
や
わ
く
わ
く
感
を
存
分
に

味
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
秋
に
は
ヒ
ツ
ジ
の
放
牧
が
あ
り
、草
を

あ
げ
た
り
触
れ
合
っ
た
り
し
ま
す
。ま
た
、

米
袋
を
使
っ
て
、新
川
の
土
手
を
滑
っ
た

り
、
ス
ス
キ
や
草
花
を
つ
ん
だ
り
、
虫
探

し
な
ど
も
楽
し
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
園
で
は
、
豊
か
な
自
然

の
美
し
さ
、楽
し
さ
に
触
れ
合
う
経
験
を

通
し
て
、健
や
か
に
、心
豊
か
に
、た
く
ま

し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
、園
内
の
様
々
な
行
事
も
中
止
ま

た
は
規
模
の
縮
小
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な

中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
い
っ
ぱ

い
、わ
く
わ
く
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
に
、

日
々
の
保
育
を
工
夫
し
た
り
、保
護
者
の

皆
さ
ん
や
地

域
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
た

り
し
な
が
ら
、

未
来
あ
る
子

ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育

成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

◀︎市教育委員会フェイスブック
学校・教育関係の情報が満載
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六荘認定こども園

長浜子どものちかい�〜わたしたちはちかいます〜
ー. 元気にあいさつをします
ー. 名前を呼ばれたら「はい」と返事をします
ー.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います
ー. 困っている人がいたら言葉をかけます
ー. 人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章�〜おとなが実践します〜
ー. 子どもに誠実に生きる姿を見せます
ー. 見守るまなざし、叱る勇気を大事にします
ー. ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます
ー. 自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます
ー. 長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

▲米袋を使って新川の土手滑り

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
退
院
し
て

い
く
の
が
嬉
し
い
」と
語
る
の
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
籍
を
持
つ
看
護
師
の
松
岡
さ
ん
。
早

産
や
何
ら
か
の
疾
患
が
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

集
中
的
に
治
療
す
る
Ｎエ

ヌ

Ｉア
イ

Ｃシ
ー

Ｕユ
ー(

新
生
児
集

中
治
療
室)

に
勤
務
し
て
７
年
目
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
症
状
に
合
わ
せ
て
症
例
を
勉
強

し
、他
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
赤
ち
ゃ
ん
の

ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

常
に
緊
張
感
が
求
め
ら
れ
体
力
的
に
も

ハ
ー
ド
な
仕
事
で
す
が
、何
よ
り
や
り
が
い

を
感
じ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
松
岡
さ

ん
。
看
護
師
の
道
は
高
校
の
先
生
に
勧
め

ら
れ
る
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
く
、戸
惑
い

も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、「
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
」と
い
う
持
ち
前
の
心
優
し
さ
か

ら
く
る
思
い
と
、仲
の
い
い
友
達
が
看
護
学

校
を
め
ざ
す
こ
と
も
あ
り
、看
護
学
校
に
進

学
。
学
ん
だ
こ
と
を
実
習
で
活
か
せ
る
こ

と
が
楽
し
く
、充
実
し
た
３
年
間
だ
っ
た
と

瞳
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
松
岡
さ
ん
が
幼
い
こ
ろ
は
、今
ほ
ど
通
訳

は
充
実
し
て
お
ら
ず
、兄
弟
が
病
院
に
か
か

る
の
に
親
は
大
変
そ
う
だ
っ
た
と
当
時
の

様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、外

国
籍
の
人
が
安
心
し
て
治
療
で
き
る
よ
う
、

外
国
籍
の
来
院
者
を
見
か
け
る
と
声
を
か

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
学
生
の
頃
は
、外
国
籍
で
あ

る
こ
と
を
不
安
に
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、看
護
師

に
な
っ
て
か
ら
は
「
自
分
が

外
国
籍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
が
あ
る
」と
、
そ
れ
を
強

み
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
退
院
、帰
国
し
て
何
年
も
経

つ
外
国
籍
の
患
者
さ
ん
の
中

に
は
、現
在
も
交
流
を
続
け
て

い
る
人
も
。

　
「
入
院
時
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
」と
、今

な
お
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
、松
岡
さ
ん
の
温
か
い
気
持
ち
が
ど

ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

　
「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い

は
、外
国
籍
学
生
の
進
路
相
談
や
勉
強
の
方

法
な
ど
を
伝
え
る
活
動
に
も
広
が
り
ま
す
。

　
松
岡
さ
ん
が
中
学
生
の
頃
、外
国
籍
の
人

に
と
っ
て
言
葉
の
壁
な
ど
か
ら
、高
校
に
進

学
す
る
こ
と
は
珍
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、両
親
の
強
い
後
押
し
の
も
と
進
学

し
た
こ
と
で
、後
に
続
く
外
国
籍
の
子
ど
も

た
ち
の
進
学
へ
の
扉
が
開
き
ま
し
た
。

　
「
こ
と
ば
や
文
化
の
違
い
で
勘
違
い
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
け
ど
、壁
を
作
ら
ず
一

緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
大
事
」

と
、自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
前
に
進
む
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
松
岡
さ
ん
。

　
「
常
に
謙
虚
で
な
い
と
学
ん
で
い
け
な

い
。学
ぶ
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
」と
、

仕
事
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
思
い
を
明
る

く
澄
ん
だ
瞳
で
語
る
松
岡
さ
ん
に
、来
院
者

や
同
僚
た
ち
か
ら
厚
い
信
頼
と
親
し
み
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
「
今
後
も
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て
地
域

の
人
の
支
え
に
な
れ
た
ら
」と
、
松
岡
さ
ん

の
思
い
は
広
が
り
ま
す
。

大事なのは
　　“思い”

松
まつ

岡
おか

 ジャケリネ ケイコさん
 (十里町)

長浜赤十字病院　看護師


